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は し が き
岡山大学教育学部社会科数室内<地域研究助 士,教官と学生 ,それに卒粟生を加えて .毎年地域研













鉄吉備線ならびに風道 180号奄如町 内を東南から西によぎb,vlKLえにまして文化 ･産業の発達
に役立っている.




一宮 ･馬屋下 .平静の三村が合併 し,^ ロ8,887人の一宮町が誕生したのけ昭和50年であった｡
その合併に前後して ,一宮町忙はひとつの異変が徐々に起こb始めてvlた｡それは技術革新と感済の













が熟さなかった.それが今や他の五か町村とともに ,それぞれの鞍食で合併決蕪がなされ ,新春 (I
宮町は昭和 46年 1月8日)を期 して岡山市に合併されるのであるO
-宮町は古V,歴史をもつとともに .新 しい町づ く如こ努めてきた｡その一宮町は今や発展的に消え
てvlくのである｡古くから土地に住む人も,新しく町に住みついた^も,住む土地に愛惜を感じをvl
者は覆いであろうo
われわれ<地域研究会>は ,そのように変貌若 しvl一宮町を訊査苅粂地として選び ,歴史 ･地理 .
社会 ･建築 ･経済 ･教育 .文化の諸分野から総合調査を試みたのである｡詞童の過程で種 JT討諺倉行









かわbに ,この調査をとおして ,陵かvlこ協力をいただvlた町長尊んをはじめとする町役場の各位 ,
教育委員会の各位 ,文化財保護委員の各位 ,学校長各位 ,典弘の各位 ,町内中楽所の各位 ,町民の各
位 ,怒らぴに宿泊のど便宜を提供して下盲った黒住巷ん小野田さん ･･･- ･すべての方に心から厚
く御礼申しあげるしだvlであるo
昭和 45年9月
発 刊 VC よ せ て
一 宮 町 長 草 野 入 漁
とのたび ,岡山大学教育学部社会科教皇の地竣研究会e)方々忙よって ,わが一宮町の古い時代から,






本来 ,地域調査は ,vlずれの目的のためにしろ .文献 ･賛科等がよく保有されていることは稀であ
って ,しかもその内容は多岐にわた9.その藍哩には大変を労苦が伴うものと東知 してかbます｡
まして当町に ふ vlては ,賃料 ･文献忙欠けたものもあD,せた ,在るとしても散在して整理にはき
わめて歯難を状況であbました｡
また ,町の受入体制も何かと不行届であb埠分と不医をかけたことと存じます｡
しか しながら教官各位を始め ,学究諸兄姉には ,4月以来私心に調査研究に当られ ,克明夜実地の
勝査 ,或は更VE補足砺査を行なわれ .か上うにして資料の丑理に引続き脱帝に至るtで ,そのど労苦
は並々ならぬものがあったことと無 くと推賓V,たします｡
辛V}忙今回めでたく上梓発刊の選びとなD,地域研究･/リー ズの一巻として .脚光を浴びるととに
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第一章 -･宮 町 の 沿 革 と 現 況
1 位置 ｡地勢 ･広ほ う








-155054t29■,北棟 54059-55-- 54045 ●50■の間にある｡東および北部は




























(3) 広 ほ う
表 1- 1-1 -宮町の広ほう
東西 占.15Km 南北 8.75Km
面q( S29.4.1 一 宮 町 dj 55h2
馬屋下村 15.955KmZ
平 津 村 5.815馳3
S50.1.1 28,51KE]2
地目別面横 (固定喪産税の対象となるもの)
山 林 7占75Da 宅 地 9 18 184n'
















明治絶新に至り.町村制が施行され .明治 22年 (1889)尾上 ･一宮 ･西辛川 ･辛川市場の
4ケ村が合併して一宮村に ,大窪 .松尾 ･芳賀 ･福谷 ･長野 ･横尾の 占ケ村が合併して馬屋下村に,
- 2-
今岡●佐山･山崎 ･櫓津 ･首部の5ケ村が合併して平静村となったo以来これら三村は共に発展し
てきたので .昭和29年 (1954)4月に合併の敦が起り.同50年 (1955)1月 1日.上
記5ケ村が合併して一宮町が発足した.そして一宮町は岡山市の郊外住宅地としての地理的好条件
のため人口増加をみ .それVC伴V,住宅団地の開発や交通の兼備がなされ .産業も発展をとげているO
そして現在では岡山市と生活圏や続開 をひとつにしてvlると考えられ .昭和 40年 (19占5)
10月の岡山市および周辺町村広域行政連絡会譲が結成されて以来 ,同市-の合併が推進され .そ
の合併が成立するのも間近に追っている｡










(I) 合併に 関す る交渉経過 の概要
昭和28年(1955)7月8日,岡山地方事務所の指導により.関係5ケ村の村長(一宮村
長草野八郎氏 ･馬屋下村長岸静夫氏 ･平津村長丹原倍氏 )および蕎長の合同協議を発端とし,5ケ村合
同の委員会を設けるとともに .一方先進合併町村の視察･村内各球団体幹部および学取経験者との
協議会 ･部落懇談会等を開催し .鋭意研究をすすめつつあったか ,当地方は岡山市に舛接するため
住民の間に岡山市-の綱人を希盤するものがあり,5ケ村合併問題の表面化に伴い俄然その要望が




いて一宮村 ･馬屋下杓お よび平津村合併促進協憩会を結成することに決定し .5月8日第 1回合併
促進協議会を開催し.具体的協議に入ることになったoLかし5月 15日急に岡山市購入問題が再
燃 し ,翌 14日開催の第 2回合併促進協議会において笹藩の結果 .再度岡山市へ解人の陳情を行な
うこととなり.5ケ村合併問題の上に-頓挫を来たす忙至った｡LかL岡山市編入問題も5月下旬















第 1選挙区 (現一宮村の区域 ) 9人
第2選挙区 (現馬屋下村の区域 ) 7人















昭和 50年 1月 1日
o 申 合 事 項

















芋川市坂邑 ･西辛川村の 1邑5村であったが ,辛川市場巨は明治8年 (1875)に辛川市場村に
改称された｡明治22年(1889)柵 uが施行され .上記 4村が合併Lて一宮村となり.庵上村






通の草餅にあたっていたことが察せられるOその後文魚 d年 (1595)の地方政治組級の変遷 .
明治 4年(1871)の廃藩健県 ,同 11年 (1878)の改革後 .明治 22年大窪村(旧称大久




この村は津高郡馬屋郷に属していたが .藩政時代に妊佐山村 ･東播津村 ･中槍津村 ･酉檎津村 ･
山崎村･今岡村および首部村に分かれていた｡明治 1年 7月の廃藩倍麻に伴い区制を菜摘Lたが ,





まず人口に関しては ,昭和 40年 (19占5)10月 1日には 8904人 ･世帯数 2080戸で
あったが ,45年 (1968)5月51日には 10542人 ･2555戸となり.さらに 45年
(1970)5月25日現在には 11584人 ･2919戸と近年急増の途VEあるoまた産業別人
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口梯成では昭和40年 1月現在 .総就業人口4897人 ,第一次産業 224占人で 46LO帝 ,第二
次産業 880人で 1aO飾,第三次産英 1755人で5519%となっており ,生産所得の面では各




-官町の姓薬は .岡山県艶薬の縮図といった感じで ,南部は米 ･麦の他蘭茸を生産し .中北部
は米 ･蒙の他果樹園芸が盛んであるCまた平坦部には疏菜園芸があり.促成栽培が盛んである｡昭
和 40年現在の曲家数は 1214戸 ,趨薬就業人口は 2547人 ,土地経営面概は .田 525,1ha･





また局部的ではあるが .東南苦随･よび北部では酪姓薬が行なわれ .昭和 45年現在酪出家 40戸,




昭和 41年(19日 )現在 ,一宮町内の番務所は鉱業 6･建設業 15･灘造築 52で ,従業






頭(昭和4 4年 10月1日現在 )と高く.商品の購入率も8割を占めてV'る｡商業はほとんど小売
商で 110余戸であるが ,地域の発展に伴い漸増の状勢にある｡また一宮町は医療機関にも恵まれ
内科 3･外科 1･歯科 1･眼科 1があるo
(3) 産 兼 基 盤












し尿処理については ,収典方法は全部民営VC振って卦り.収集率が 8 4帝である｡
また町民の文化の度は比叡的高く,テレビ普及の当初においては県下第一位の普及率を示Lた
ほどである｡
(5) 一 宮町 の観 光
一宮町は自然の眺望がすばらしvl上に .幾多の史掛に恵まれてV,るOその代襲的夜ものを次に
記してみよう｡
(a) 吉備 津菅 神社
吉備中山の寮健に位思してお り,吉備国総額の銀所として古くから噂崇されているO
日蓮宗勧請のことから金川城主松田氏に焼き打ちされたが .元禄 10年 (1占97)池田飼政の
造営にかかった｡櫓皮茸の代表的な備前の神社建轟で三間社流れ造りの伝統を伝え .白木造りの















(a) 車山 (ぎりぎりやま )古墳
尾上の南端IKあって古墳前期に属し ,見事夜前方後円墳で美Lv,I/ルエツトを作ってV,るO




辛川市場の小丸山古拙 ･天神山古墳 ,上芳賀の里人ヤコがキサイ(市川喜左術門 )の益 ,辛川
の古軸 ,西芋川大党寺石塔 ,報恩大師産Bi.の井戸など上げれば多数あるO
(6) 岡山市との合併問題 と地区開発




















てV'るOまた道路網の整備 ･有線放送設備 ･上水道の施設 ･教育施設の建設整備 ･住宅団地の誘致 .
吉備高原総合開拓 パイロット職 ･湛水防除職 などの大宙薬が完成または進捗しているo
(桁 本 玲 子 )
-8_
第 2葦 自 然 環 境









写実 2- 1- 1を見ると中川以東の山地が低い丘陵状であることがわかるてるろDoこのような
中川を攻とした東西両山地の山容の差異は .その山地を耕成してVlる岩質と対応するようである0
回 2- 1-2の地文図に示したように .中川以西の大部分は花樹岩地域であり(この地域の花樹岩
は中生代末から第三紀初期に迷入したもので鼎聾母花尚岩を主体とLてvlる),中川以東の大部分
は砂篠原地娘である｡また秒庶届けL^わゆる ｢山砂弄順 ｣と呼ばれてV,るもので .花梅岩 ･石英斑
岩などの火成岩薪を主とし .古生屈や中生fiの砂岩･展着をどの各確の唯硬岩や変成岩新たとも含
めて .多種類の丸まった様な含んだ厚さ赦 10m-1U0m以上にも及ぶ堆棟周であるO疎の大き










担12J -1 一 宮町 概 念図
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iた花触 地域では等尭 2- ト 4のよ9夜曲鮭がみられることがあるo先述したように花尚岩
は風化されやすいので ,山地の斜





















図 2- 1- 4の水系図なみれば .花属岩地故の水系と砂礎屑地域の水系の様子がかなり異なって
いることがわかる. この水系園は航空写英と5万分の 1の地形図をもとにLて ,自然河川と降雨の
と車には水が流れると思われる明般復啓をとって記入したものである｡ これによると花樹岩地域と
砂礁屑地域とで総 ,谷の発蓮の春慶と谷の方向性におV,てかな9異なってvlるO花樹岩は一般に風
化 ･侵蝕に対する抵抗力が弱いため ,よく風化されたところは降雨により侵蝕 ･漣施されて谷が生
じやすいoまた花樹岩には節理など岩石の削れ方vc十定の方向性があるOだからその割れ目にそっ
て谷が発生しやすいとV,う傾向がある｡そのため花尚岩地域の谷には一定の方向性がみられる場合























- - -- -
写凍 2- 1- 5 旧輪四の掛 ､谷 (横尾付近)
谷が淡く.山容もなだらかであるO掛 ､谷の
かくの-方まで水田に利用されている.























では 507nほどVCなるが .山浦の商で西南西-東北東にのぴる古生層の山地 ,相棒の山(9 5nL)







の山稜方向は .それと平行する昔備津一境目の谷 .棟木⊥首都の谷の方向とともに ,一宮町両部の
地形桃造の主方向である｡この方向は昔備高原再縁地域VCみられる主賓夜方向であり,吉備高原形
成の梢造過勤の表現と考えられる｡ (森山 伸- )
2 対 照 的 な 砂 川 と 中 川
一宮町を耳流する砂川と中川とは ,その河川の状況 ･流域の地形 ･地JiEなど ,きわめて対照的で
ある.今岡付近から両河川流域の山容を眺めると .その対照拘な差異に気付く｡砂川流域の山容は
急峻で .中川流域の山容はなだらか夜地形を呈している0 1で述べたように .この差異は両河川流
域の地質構成に起因している｡ 15万分の 1の岡山県地懲図を使用Lて .砂川流域の剤 地JEを区
分すると ,花嵐岩地域 87留｡沖概層地域 15好と主に花闘岩で占められてV,る｡中川絶域では .
花樹岩地域 48多･砂襟屑地域 56帝･沖税同地域 1占帝と砂磯眉地域の占める削合が多vl.この
よう七両流域の地賓構成の差カi山容を対照的なものにしてV'る原因の一つであろう0両流域の･LJ客
が対照的なことは .国土地理院発行の地形図からも靴みとれるし .またこの車の 1で示されてV'る
切峯面図 ･起伏立国にも表現されているO図 2-2-1に一宮町をrr流LてV'る砂川と中川の両河
川の概略図を示す｡ただし ,両河川の津南町を流れている部分は省略Lてある.
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図2-2-2 河川縦断面 (砂川と中川 )
-2ロー
長野より下流の河床では .環が散放して砂の堆棟が顕著になり,砂川は次第に天井川の性質を帯び







襲2-2- 1 粒径 と ¢尺 度 との関係
粒 径 (加 ) ¢ 粒 径 (h2m) ¢
1 占 -4 1 0
8 -5 0.5 1









は .完全に天井川となっているoLたがって .僻に新田付近より下流において .川水はかなり浸透
しているものと思われる.大聾付近では .砂川の耽連結遅 くたり,辛川市場付近では ,砂川の水は
全くなくなり伏流してV'るO以上述べたように ,調査地点 8- 12は ,流れが遅くなってV,ること




一方中川は .源5滴 高町富盲に発し ,笹ケ瀬川に合流するまで .延長臣松約9b ,松尾橋まで流
域面研約7.7万秒をもつ(図2-2-1を参照 )oただし .図2-2-1でVi.浄高町を流れてV,る部






















I/1露 品 'xま8 品
図2-2-4 粒径ダイヤグラム (砂川)
-23-
2_i o o m
図2-2-5 砂川 の横 断 面図
-24-




まり.調査地点 5では-2¢(JhZDZ)より大きい礎が .かな9の丑を占める.ところが .執査地点
5では .-2少より大きい裸は ,全銀なく-1め(2Ju)より小さV,砂のみて占められている｡ こ
のことは ,一郎 風化 ･良蝕すれやすvl砂感屑地域から供給ざれた紗疎が .過般中に次第に摩耗し
て ,棟が見られたくなったと考えられるoLかし .前述したように .砂疎の採典皿が少たいので .
′半 ノ -4 -1 0 1 〆
I-十 一二 十
1 -1 0 1 ダ
/CO
TC
















図 2-2-7 粒径ダイヤグラム (中川)
L ｡ ｡O｡cm
L__｣
図 2-2→8 中川 の蛸断而図
-2ムー
戯密さには欠けるO樺断面図から計糾した砂川下流と中川下流の梯断面萩と川倍を乗 2- 2- 2に
示す｡
表 2- 2-2 砂川 と中川の 柿 餅画 餅 ･川 原
調査 地 点 番号 横 断面 凍 (仰 ) 川 原 (7n)
中 川 l 5 2ム5 18.9
4 ll.5 9.7
2.4 8
i砂 叫 1 10 57.i 28.1
ll 44.8 22.0
この表から中川下流は .砂川下瀧 に比べて川幅も狭 く.榔断面餅も少ない.特に .中川 4の地点
では樺断面秘が少なく,しかも ,直角に曲流している所であるOそして ,中川は秒硬屑がその流域





れてなV,ため ,保水 (含水 )丑が少ない｡(5)河韓には細粒砂嫌が多vl削合を占めるため ,河水の敦
透丑が少ないDという五つの濁表が洪水の際考えられるO食後に対照的な中川と砂川を簡単に襲 2
-2-5に示すO
琴 2- 2- 5 対 照 的 な 砂 川 と 中 川
砂 川 中 川
河 川の延長 距 離 15 9Em
流 域 面 併 14_4万.m> 7.7万m>
表 層 地 質 花 倒 岩 花偽者 十秒礎屑
川 幅 広 vl せ せ い
梯 断 面 横 広 い せ ま い
山 容 急 峻 な だ ら か
砂 横 の 堆 席 丑 多い (天井川 ) 少 な い
河 床 の 没 適 性 大 ノ｣､
ー27-
(三宅 和一 )
3 沖 積 平 野
(】) 押掛平 野 の形 成
一宮町の南部一帯は ,低平で肥沃な水田地帯となっている｡この平野は仲裁世 (約1万年前～
現在 )における晦健によって形成された低地で,神領届よ9梢成されているが,海岸地域でのいわ





凍叙 位 ビ.1 1レム 永瀬 沖 耕 せ
幽 ｣ 幽
中 瀬 施 せ
身 凍旦 j嘘 々














































この見壕についての配速を ｢岡山市史･第｢嗣 ･原始時代 ･第二飾 ･
縄文文化後半の時舶｣の中からひろってみると,｢この点堀は ,国鉄)
山腸線庭瀬駅閣部の独立山塊北斜面につくられたもので,瀬戸内の縄
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あらましを推察することができるoこのデーク忙 よる と,洪耕世戊末期には .この地域は現在よ
り50激 7,i低い谷をたして古荘ケ瀬川が流れていたと考えられるQこの谷は .備爵瀬戸東部の洪耕
世良末期の-40--50mの平良而忙対比されるもので あ ろ う｡この谷は洪解放碇末期以後の
海優によって次第に盤研ずれていく｡進底砂層 (28- 54m )の上 ,22･5m- 28mまでの粘
土層結 ,粘土の色が甘色 ･線色系統のものであることから比校的疾い所で唯帝したものと考えられ
るoその上部a･om～ 22･57花までの間の粘土とソル ト質砂 の互周があるが ,これは小さな海面低
下や海面上昇を表わLてV,るのであろう｡ この時代に/Jルト更紗が出てくるようになるから.粘土
の堆軒する状態から少し伐術の状態-とうつったと考えられる｡さらVC.その上部打 .軟弱なシル
ト質砂 ･シルトが唯併し .子らに ,その上に砂が唯棟している｡この時代になると海は後退L .こ
の河口となってV,たと考えてよかろうo











































低V,節 (久保谷 )あたりで ,1.5- 1,47nで高V'所 (大建 )あたりで 871近 くとたる.大窪あた
Dか ら,徐 々に低まっていき辛川市場あたりVCなると ,ほとんど傾斜の考えられない平野とかわ
るOこの図からみると ,大窪の谷口を戚状地的といえるかもしれなvl. この事は ,大窪一帯の水田
高庇を細かく調べてみると,よりはっきりと把握できると思う｡また散泊のあたりは内陸ではある
が ,大窪あたりよりは .ずっと低 く,どうどう他の直下の水田での高度で5mぐちV'である｡高座
につV,て付記しておきたいことは ,当町の冠水地域についてであるo




正14年第 2回修正測図の地形図によると .備駒一宮付近の水準点両度は219A7nと記されてお り,







図 2- 5- 5 高庇分布図
-55--
水時に潮水及適流し地区内-の投入甚しく排水不良となり湛水数 日に及ぶ聾有Do｣






図 2- 5- da 土 類 分 布 図
- 54-
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蔵岩の風化は化学的に分解Lて土執となることが遅 く樹木の生育を遅 らせ る.洪水の際は ･その
土砂が多血VC押し流されて .平地に出ると .それらが河床に准看け る.河床が砂のために布くなる
と .水が各方面にWLれると耕地を埋めるので人は築堤 して流路の固定をはかる｡流路が定まると河
床は .ますます高 くなるので ,その砂をかき上げて堤防 れ たいVL高くしている. こうして天井川
が形成されるO砂川は .その名前がすでに天井)J地形を形成する条件を示唆しているo砂川 ･中川
両河川とも山間の盆地渓谷を流れてV,る区間にかいては .あせ り多 くはないが ･ある程度の水丑を
もっているが ,平野に出ると河床は砂のみとなって平野面よりも高 くなるo特に砂川ではこの傾向
が薯Lv,｡天井川地形を皇している河川は平素は水が滑れて降雨の際VEは一時VTL常水を流すので髄





4 湛 水す る平 野 と治 山 ･治 水 問題
川 湛水地域と湛水防除
一宮町の南部は ,沖耕低地が広がり.笹ケ瀬川 ･砂川 ･中川 ･西川をはじめ用排水路が流れてい
る｡ この地域は.主として水田地域で大雨ととVC冠水し ･湛水するり図21 - 1は ･一宮町南部
の湛水地域を示す略図である｡
図 2- 〟l l 一 宮町南 部湛 水地 域 略 図
この湛水地域を三つの地区に区分して .仮りKA地区 .B地区 .C地区と呼ぶことにするO国鉄
吉備線と吉備中山にはさまれた西川流域のA地区 ;砂川 ･中川 ･笹ケ楓州･の堤防で囲まれたB地区
(中沖 );その束の中川と笹ケ瀬川との堤防 には子まれた国道 180号線の南北にまたがるC地区
が最も湛水のはなはだしい地域である｡そして ,これらの地区ld,背からしばしば湛水する地域で




















































大蔵大臣 公路 桂 太郎
岡山県御津郡-宮村明治四十四年度歳出一覧表





































この ｢地価制限外頚捕13斬｣は,明治14年から大正 15年 までが見出されたoそのflB類から-宮村
の歳出額と土木費とをめきたしてその割合を井出すると次の表 2-4- 1のようになるO
黄 2-4- 1 地租制限外課税蘇師と同唖類に記録された一宮村の歳出甑と土木史
一､年＼ 爵決月日 申請月日 l許可月日 歳出A (珂 土木史B(円) B/A (%)
45 2.28 5. 2 4,24 7659.822 1855ー500 15.8
大正 2 2.27 うー 5 4.14 805&800 1160,000 14.4
5 2,24 2. 20 5_ 4 9445ー559 1202.800 12-7
4 2.18 2- 20 I 4,15 8489.826 1245_760 14.7
5 2.16 2. 21 5. 24 8567.615 1510.000 15,5
占 2. 7 2. 9 4. 10 8占54.180 1550.000 16.5
7 2.22 2, 26 4. 8
8 5. 7 4.15
9 2.25 5. 5
12 l
晦日 i)土木武円訳 (ir)空白部は不明








さらに.昭和 2 1年の南海地EIiによって55C冊も地盤が沈下したため.高柳時や洪水時には,潮水 ･
洪水が逆流して地区円に侵入し排水不良となb淋水に拍灘をかけることとなった.このため,排水を上
くした9.潮水 ･洪水の逆流を防ぐべく昭和 28年 12月18日から昭和 27年5月21EH,CかけてJ_
拳がなされた(甲仲地区樋門=号l｢地盤沈下復旧耕地争葬計画畝｣に上る)｡現在でも用排水路の野原,









ようにある｡ 『J:記原因を解消すべく,計画韮確雨茄 1/ 2口年 (50連続 )確率の 180･4m51を28
時間で排除すべく,右岸=区 (中川=区)にあって比,¢ 1000布m横型軸汗ポンプ,デ ィー ゼルエン













1 4 6 g 10 1ユ /ヰ I6(km)




ようすを図2-415･図 2-4-4で見れば･削 ヒ忙細長い砂川水系 ;丸味を帯びた馴 I水系 ;最も
両横の′j､さい横枠水系 ;扇形の中川水系と,それそれ特徴があるo
-40-
図 - 2- 4- 5 砂 川 ･恰 甜排 水路 水 系 図
-ll-
岡 2- 4- 4 中川 ･西 川水系図
-42-
これらの各水系の集水面横を, 2･5万分の 1の地形図から敬算すると,砂川の鋲水面硬約 15-67KEn2




最 も湛水の赦 しhところだということである(写衣 2- 4- 1)｡この原因として,次のことが考えら
l れる｡
(1) 当地区は,最低田面標高 1167n,基準田面標商 1.8mが示すように低平地であることO
(｡) 国鉄吉備襖の線路敷きが,ほは簡川に沿って走b.かつ,それが田面エ9 17n以上 も高く姓防
の役をなしてお9,-万からは吉備中山が迫D.菅備浄彦神社付近で巾が急に狭せくなること｡






表 2- 41 2 A地 区 の水路 断面 凍
測 地 点 断 面 耕 (S)流 路 巾 流 路 最 深 平 均 流 路 深
や せ が み 穂 a一0〝㌔ 占.ロ ムm 1.587n 1.一8 m
一宮駅上流 5007n 5ー80 5,40 1.00
(注) (i)数値は聾者の略測忙よる.
(tJ)平均流路深-S十流路rT]
ここで.湛水状況ならびに被害についてみると乗 21 4-5の示す通 Dである｡
-15-
葬2-4-5 西川地区湛 水 及び被等 状況
一､一＼聖聖昭56年6月25- 29日 昭58年 8月 9- 10日 昭 40年 9月 14- 17日
降 雨 丑 121.口和 104.2抑 514.Onzm
湛 水 日 数 8 日 8日 10日
舶大湛水面桝 7D Ja 85 150Ja
排水ftポ ン プ 500(千mJ) 620(千mJ) 1100(千が )自 然 2 卿 28 秒 4
被 専 o鹿作物(米 ;野菜 ) 0度1働 (栄 ;野菜) o良作物 (栄 ;野菜 )
o曲菜施設 (魚地 ;用排水 0度薬用施設 (姓地 .,用排 o曲集用施設(魚他用 ;排
絡 ;魚道 ) 水路 ;舶 ) 水路 ;魚道 )
○住宅床下浸水= 戸 o住宅 o住宅
床上浸水 5戸 床上没水22戸
床下 . 41戸 床下 〝 82戸
(注) (i)｢防災関係歩兵昭和14年予算打合環科｣ (湛水防除拳葵 )
昭和45年 12月 岡山腺西川地区エD
この蓑 2- 4-5を見てわかるように,自然排水よDも.ポンプに上る人=排水の方が仕るかに多ho




写其 2- 4- 2 西川排水ポンプ脇 等寅 2- 4- 1 湛水するA地区
昭和 44生完成 右は音備中LLJで.その山麓の典落
昭和45年 5月 測本弘道股彰 は山神
























<寅21 4- 4 1〕地区排水樋門
(2.5×2)･7Tl排水能力は小さい
昭和45年 5月 軌本弘道船影
襲2-･l-4 中川 地区 湛水 及び 被害状況
壷融 埠頭聖日 昭56年6月25-29日 昭58年 8月 9- 10日 昭一0年 9月14- 17日
降 雨 点 121.0mm 104.2mm 514.Onzm
湛 水 日 数 8 日 8 日
最大港水面硬 144 La 157 La 291 La
排水∫L⊥lT_ポ ン プ 1150(千mJ) 848(千畑 ) 501一(千mb)自 然 51 畑 412 mJ 726 約一
被 害 o姓作物 (栄 ;野菜) o左 同 o左 同
o塊薬用施設 (良地;用排水 ウ左 同 o左 同
路 ;鑓適) ○住 宅 ○住 宅
o床下浸水 ー12戸 東上浸水 8戸 床上浸水 48戸
味下段水 80戸 床下配水 184戸
(注 ) (i)｢防災関係争葵昭和44年予井打合幣制｣ (湛水防除事業 )
岡山県中川地区 昭和 45年 12月 よb抜粋
点近払 国道沿いから,しだいに南に向って住宅が増えつつめる.次に,図 2- 4-5にかいて昭和44
年7月7日の砂川 ･中川の水位変化 ;又,表2- 4-5にかいて同年 7月上旬の雨出を示すと次の通D
である｡
JO I/ /} /J I+ /J /J /7 /T /? iZc i/ lJ lj- }ダ
図 2- 4-5 昭和44年7月7日軌 Il･中川水位変化
(荏) (I)一宮町建設練制定資料 エi)
-4占一一
表 2- 4- 5 昭和 4 4年 7月_上旬 の雨丑
訂 ＼-＼＼ 雨 虫(nP劫) 備 考
1 日 dd,0(棚 ) 大雨注意報 6:58- 25:00
2 1.0
5 0
I 20.5 大雨注意報 18:古口～ 5日, 9:一0
5 14.5
6 0
7 50.0 大雨注意報 占:58- ll:20;17:00- 8日, 6:55
8 84.5 大雨宇報,沸水注意報 d:55- 18:40










思われる｡砂川 ･中川の横断面概を,前出の河川横断面図から計測すると,次の表 2- 4- 6のように
なる｡
表2- 4- 8 砂川 ･中川の械断面凍
測地点 断 面 赦 (S) 旅 路 巾 旅 路 最 深 平 均 流 路 深
千川 松尾橋下 1 0m 2占.50nt 18_90m 2,507n 1.407n
今岡直角曲旅点 1一.25 9.70 2.14 1.16
中 川 穂 22.55 ado 2.70 2.60









この地区は,図2- 4-5,図2-4- 4の水系図からもわかるように.集水面横は,最も′トさい飽 l
区である｡
(1) しかし,この地区は,低平地である上,未盤帝の用排水路が撤横に走っていることo
表2- 4- 7 排 水 路 の 状 況
断 面 頼 (S.)深 さ 巾
今 岡 排 水 路 5,.76Tt 0,8 7n 4.77n




をなす堤防役をなしていること (写真2- A- 5).
写英 2- 4- 5 湛水するC地区
左を削ま風道 180号線 ,その右下は平津牛乳の建物 ,右韓は横棒
表2- 4- 8 暗 渠 の 規 模 昭和45年 8月1占日 国分寛仁撮影
暗 渠 扇 面 棟 (,f) 深 さ 巾
A 1.doh 0.807t 2.08Tn
B 4.1占 1.50 5.20
C 2.70 1.15 2.55
















と.平均的な森柵 態の山地では.平均鞘 出発士常軌 --1叫 ;0- )であり,禿緒地や巌暁地よ


























で5200町歩 (円周屋下村257町歩 )を焼いたために.卜 壌跡性,今后降雨ととに土砂の流失が




がよくわかる｡現在,糾 rl･中川の上流山間部には,計 4基の砂防ダムが建設されているo写英 21 4
- ムおよび写実 2- 4- 7は,中川 .砂川上流のダムである｡
写其 2- 4- 6 秒川上流ダム 写寅 2- 4- 7 中川上流ダム






(I) 倒幹部一宮村役場 :明治 44年,｢地価割制限外潜請督粗｣
(2) 片山峰書編纂 :｢馬屋下村誌｣(10冊の中の 6)














図21 5- 1 中国地方の小気候区分図
和遵柑夫監完参･日本の気候よi)
襲 2- 5- 1 岡山の気象(昭和 40- 41の5年間の平均 )
畢一義｢ -- -＼ ユ 1 2 5 + 5 占 7 8 9 10 ll 12 計
気忠 平 均 2.9 5.7 7.012.817.i21.A25_527.122.I15.510.4 5.0 14.5
救 筒 平 均 aS 9,5ll.018.825.9267 29.950.427,722.114.810.8 20.0
最 低 平 均 ⊥1.9-1.2 1ー5 7.0ll.420.521,922.818.010.1 4.7 0.0 9,5
湿 度 平 均 70,470.049.069.0d9.675.占80.占7占.07占,474.276,472.8 75.a
平 均 零 式 4.9 5.7 5.6 占.4 8.0 7.2 7.5 5.5 6.5 5.2 5.0 5.4 5.9
風 遷 平 均 2.4 2.0 2.1 1.9 1.9 I.8 1.9 1.9 1.8 1.5 1.5 2.0 1.9
降水丑 合 計 41.745.08aS114.5(159,8178.2 54.一55.9189.274.一58,827.1 1285.0
日時周陶 合 計 154.2t 152.5182.1'7日 』 52.218?.?171.02一2.5169.1180.815占.9145,7 2155.5
-51-
要素 月 1 2 5 4 5 6 7 8 9 110 ll 12 計
水 平 面 日 射 丑 占867. 占8289954B1払1B1鮎 1盈弧.O l11727.占5.282.I98909〔61B戯 7.46151J 1182952
天気日数 快 冊 8. a,6 7.0 5ー4 6.一 id 2.2 i.6 5-4 &0 80 4.4 74,2
負 天 7. 10.0 ll.015.占12.017.a18.2 9,015,0 9.4 8.0 8.4 157.占
不 照 ま 2.2 4.8 5.6 5,一 4.6 5.0 n4 5.ム 5.0 4.0 5.4 45.0
覗象日数 降水丑≧ 20.1加 占, 7_4 10.4ll.8ll.2 ll.215.0 8.818,8 7.8 a4 5_2 112.6
d≧ 211)萩在 5. a.2 8.8 9.4 9.8 9,210.8 5.6 8.0 5.6 7.0 5_占 89.0
8≧218J〕nZDZ 1. 1.4 5,4 4.0 5.0 5_2 6.8 1.8 4.占 2.8 1.a 0.8 5a8
n >_250.Dam 8. 0.2 0.4 0.4 1,6 2,2 2.a n4 2.2 0.一 0.2 0.0 ll.8
響 i. 7.a 2,4 000000 0 0,4 2-8 1?.i
# 2. 1.2 1.0 1.I 1.8 2.0 1二占 0,2 0.a 2.2 4.8 2.0 21.0
管 0 0.2 0.8 01.4 1.8 5.4 5.8 8.8 1.0 u4 015.2
稲 08 00800 0 0000 8
轄 氷 0 0 000 00000 0
胡 雪 1. 2.□ a8 0D0000000 4.0
榊山気象台年表よb算出
(1) 気 温
昭和 40- 44年の岡山地方気象台気棄年表によって気温年変化曲瀞を描 くと.下回のようになる.
′′/ -il＼
ノ/● ＼＼.＼､
./■ / ＼ ◆＼.
l
平均丸浪 - - 最低紳 定温



















鳥取比.他の5地域 と対照的な塾を呈 し.冬の陣水部が非常に多vb なかでも1月仕出多雨月となっ
ている.これが日本和式気候の特長である｡岡山 ･高松 ･広島壮絶だ同型で,瀬戸円式気候の温暖/9両
夜型と走っているが,広島は冊山 ･高松とはやや異なり, 6 ･7月の降水淀が多くなっている｡ これ結
梅雨の影母を強く受けるためと思われる｡
岡山地方吐 1891年の統計開始から1968年の間に.57.2℃ (1942年.7月24日)とい
うJi1両気温を,- 8L9'C(19占5年 , 1月24日)という鹿低気温を記録 しているo
当地方の気温の目敏毒蛇春 ･秋に大きく,良 .冬に比助的′)､さhoそれは, 1月･8月に吐 9- 9･5
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図2- 5- 4 鳥取 ･広島･岡山 .高松の降水冊年変化
(1951- 19占0)
54
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図2-5-5 岡山の月間降水日数の年変化図
岡山tR:;bいて日降水立が lpznz以上の年間日数結 120日～ 150日で,特に冬の季節風の時期 (11





表2-5-2 岡山の降 水丑 の最 大記録
〔統計期軌 ･統計開始年～ 19占8年 )
nZDZ 年 月 日 統 計 開 始
日 降 水 丑 177 1992.7.25 1891








喪 2- 5- 5 月別恩多風向(16万位)
(1951年から1960年までの平均)
地 名 1 月 4 月 ■ 7 月 10 月
鳥 取 SE SE SE S
広 島 NNE NNE NNE NNE
岡 山 W A E N
理科年表よb
ノ 1 3 4 √ 占 7 8L T /o // /i















平均等丑が75以上の日数 )紘.全年で150- 140日であ9 .降水日数 (日降水長 0･17nm以上の日
数 )は全年で100- 150日である｡
′ .1 tP y ∫ 4 7 8 タ /o // 71甘
(5) 湿 度
′ ユ J V f 占 7 5 7 /o ′/ /1鳥












笛馬日数をみてみると,約 15日で,8月に最も多く58日となっているo蕗の年間発生 日軟性 21










第 3章 人 口 と 集 落
1 人 口構成 とその変動
御津郡一宮町の総人口は,昭和 40年 (19占5)の国勢調査によると8904^ て,その内訳は
男4259人,女 4665人で女 1□0人に対する男の削合壮 92人でやや女の方が多くをっている｡








計上 5つの村の合計で示すt,とにする.なお昭和 50年に5相性合併した｡ )の人口は占594人






表 5- 1- 1 一宮町の人 口変化
世 帯 数 人 口 総 数 男 女
1920年 1568 占594 5081 5515
1925年 1588 6595 52t]2 5595
1950年 1574 占772 5295 5479
1955年 159占 6850 5555 5495
1940年 1585 6658 5257 5581
1947年 1771 864占 4147 4499
1950年 1775 8757 4240 4497
1955年 1786 8899 4510 4589
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図 5- トー1 -宮町における人口の動向
(1920年を 100として )
柑 舶 伽 ける一宮町の人口変化は前述のようにわずかの増加から減少へという方向を示し
ているO この時朋は第 1次世界大戦後の日本経済の繋削 つかのま･昭和 4年 (1929)帽
った世界恐慌の余波を受けて日本- も大- への集中･- 柳 企業や銀行の劉産 ,紙 鮒
紬 いて朋 作か ら小作か の増加が目立ち･日本経削 危機欄 した.そして鮒 の進出に
よって朝鮮潤 等の侵略と日- - - 練の道を踏み出そうとしていた暗htg-日の頃である｡
大正 9年から昭和 15年 (1940)までの男女おのおのの増加を見ると男- いては 176人
(5･7蕗 )･女では68人 (2･lFb)とともにわずかではあるが増加している｡ これ柵 述した
ような日本の情軌 滞紫にあったことが考えられるO
第 2次世界大戦後の昭和 22年 (1947)にかいては･昭和 15年 (1940)に比べると
世帯数,人口数とも著しい増加を示している○それは世帯数において性 588戸.増加率では24･4








昭和 22年から昭和 40年4/-Cかけての一宮町の人口は258人,増加率 5.0蕗とわずかをがらの











の聖 讐 地域の新盤業者堕 堅 塁る県南部の水島を中心と
び人口は増加忙転じ丁昭和欄 査では8904人にt
(2) 岡山市を中心とした近隣市町村の最近の人口の動向
表 5- 1-2 岡山市近隣市町村の人口変化
(19占4)
ど忙伴って再
国 勢 調 査 人 口 住 民 豊 餐 人 口 (5月末 )
昭和 55年(a) 昭和 40年(b) b/a 't昭和 42年区) 昭和 44年(Y) Y/Ⅹ
岡 山 市 50占757 558ム95 1.104 561797 570096 1.025
玉 野 市 占5292 占6252 1.012 占8占10 占8415 0.997
御 津 町 15.229 1197〔】 0.905 12702 124ム0 0,981
一 宮 町 8629 8904 1.052 9514 18981 1.179
浄 福 町 8569 8108 0.969 8595 8412 1.002
瀬 戸 町 11445 10921 D.954 11118 10996 0.989
山 防 町 8616 8022 0.951 8025 7975 0.994
赤 坂 町 6858 6091 0.915 8112 5988 0.980
牛 窓 町 11529 10552 0_89占 1D4占5 18248 0,979
国 勢 調 査 人 口 住 民 登 録 人 口 (5月末 )
昭和 55年(a) 昭和 40年掴 b/a i昭和 42年(x) 昭和44年(Y) Y/Ⅹ
邑 久 町 20150 18724 0.?29 18885 1P150 0.980
長 船 町 7110 6748 0.950 6955 67占4 0.975
上 道 町 占954 9175 0.944 668ム dd02 0.987
滞 崎 町 7959 9175 1.156 9_289 9204 D.987
東 児 町 5482 5187 0,946 525占 521占 α992
興 除 村 7占50 7518 0.985 7855 7555 0.987
藤 田 村 5448 5504 0.974 5607 5704 1.017
吉 備 町 8256 8占72 1.055 9dlS 1055占 1.048
妹 尾 町 975占 9848 0,989 9884 10075 1.019
庄 村 占494 6578 1.015 ddDl 66占8 1,010
福 田 村 5425 5540 0.975 5527 5892 1.105
高 松 町 11491 11555 0.972 11555 ll.556 1.018
ここで岡山市を中心とした近隣の市町村の桑近の人口の動向をみることにしよう｡昭和 55- 40
年の人口の動向をみると岡山市,玉野市,一宮町,戦時町.膏備町,正村が人口の増加地域となっ
ておD,岡山市から西部,南西部の交通の便利を地域であるOとの傾向は昭和 42- 44年 5月末
現在の住民登録人口の結果にも表われている｡すなわちこの時期の増加地域は岡山市,一宮町,津
高町.書備町,妹尾町,高松町,藤田村.庄村 ,福田村であD.やはD岡山市を中心として西部席






















S 55年国勢調査 , S42
-63-









5.基 礎 数 値
･昭和 55年 ,40年の国勢調査
･昭和 42年 ,44年令 5月末の住民畳最人口
- 64--








蓑 5-1-5 県別転 入者 前 任地
前任の 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 計 前任の r昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 汁都道府県 40年 41年 42年 45年 44年 都道府県 40年 41年 42年 45年 44年
北海道 52 ll 2l l 31 5 兵 庫 ld 15 55 50 40 154
岩 手宮 城山 形 521 奈 良鳥取 15 110 25 12 87 1529島 根 1 12 7
福 島 2 岡 山 411 989 791 888 759 5858
茨 城 1 2 広 島 15 12 23 55 2占 10占
埼 玉 9 1 山 口 52 19 5 1 15
千 葉 5 5 4 12 葡 島 2 1 2 5
東 京 20 17 19 24 91 香 川 1 8 27 9
神吉.川 82 25915 2 815 20 愛 媛 1 14 852 5 5 20
宮 山 1 1 高 知 2 5 4 9
石 川福 井 52 福 岡佐 賀 41i ll15 51 27占
山 梨長 野肢 阜 1 亡ー2 長 崎熊 本大 分 54 451
静 岡 1 1 4 宮 崎 1 2
愛 知三 重滋 賀京 都大 阪 51A2 4占1021 占2l 40J 17644 4182d157 鹿 児 島 5 121
-占5-
表 5- 1-4 県別 転 出者 転 出先
転出先の 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 計 転出先の 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 計都道府県 40* 41年 42年 45* 44年 都道何県 40年 41年 42年 45年 44年
北 海道 1 1524 12 12 159 5 大 阪 52 55 27 45 52 ld7
岩 手 1 兵 庫 105125 19 55 55 58 155宮 城 5 奈 良 8 41522 占 754占 24
秋 田 1 和 歌 山 1 5 7
山 形茨 1 2 鳥 取島 根岡 山 1565 1457 691777
埼 玉 15 広 島 101 1ム 125 Ll2 5占 116千 葉 1 2 5 2 8 山 口 57 1 4
東 京 ll 17 5] 16 98 徳 島 5 占
神荒川 10 占257 54 41 5 50 香 川 6 16 17 ム1
吉 山 1 17ll 2 愛 媛 10 2J1 1 451 5 20
石 川 1 高 知 2 2 5 7
福 井 127 福 岡 5 2 4 1ム山 梨岐 阜静 岡愛 知 52 11427 佐 賀長 崎熊 本大 分 1 2581
三 重滋 賀京 都 19 2 5ll 42 7145 鹿 児島 5 5
それによるとこの 5年間に一宮町-転入 してきた者は 4,702人 で毎年 900人ないし1.100人
がほかの市町村から転入してきており,反対に一宮町からほかの市町村へ転出した者は 2,658人 (年
平均 528人 )で毎年 400人をいLd0D人がほかの市町村へ転出してか92,0占4人の転入超過
孟崇 .完 アoG孟芸霊芝冒',.警 笠冨二孟孟誓言君主警誓 孟t三芸買芸芸霊芝苦言芸孟誓 言苦言 ]
て･ここで壮絶かO都道府県との関連について述べてみよう.
岡山県以外について比転入者･転出者ともに大阪府が トップで次いで兵庫県 ,広島県とをっている｡








転入 ,転出の状況も男と女が同じとい5ので抹なく.そこに枚童がある.それを示 したのが l表5-1
-5から表 5-1-14 である｡ これは昭和 48年か ら44年までの5年間の各年VCついて男女別の
転出先 ,前盆地を都道府県別に ,岡山県内忙ついては市町村別忙したものである｡
表 51 115 昭和 40年 男 女別 前任 地 ,転 出先 (府県別 )
前臣(また噛出先)の甑幹線 転 入 者 数 転 出 者 数 前臣(また(並丑洗)の甑酔眼 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女
北海 道岩 手茨 城埼 玉 52 2 12 l l1 18 奈 良和 歌 山鳥 取島 根 15 21 157 51 21 14
千 葉 5 1 広 島 15 ム 101 61
東 京 20 12i15 8 ll 5 山 口 52 2 51
神奈川 82 521 10 6 4 徳 島
吉 山 1 1 香 川 占 5
山 梨 1 1 愛 媛 1 1 10 5 5
静 岡 2 高 知 2 1 2 1 1
愛 知三 重滋 賀 51 21 1 1 福 岡佐 賀長 崎 4 1 51 21 1
京 都 6 5 95 210 4206 5 熊 本大 阪兵 庫 2118 ll10 106 124 宮 崎 1 1
表 5- 1- 8 昭和 41年 男 女別 前 任 地 ,転 出先 (府県別 )
青鮭 (また価 丑洗)の柑 妹 転 入 者 数 転 出 者 数総数 l男 女 総数 男 女
鳥 取 10 4 6 1】16 110 6島 根 1 8 1
広 島 12 48
山 口 1 1 5 2 1
香 川 9 5 7 5 2
愛 媛 1 1 2 2
前臣(またか頚珪ヒ洗)の鮎猷県 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 輿 女
北海 道埼 玉東 京 11 5 A 1524 1て5 59
､神奈川 2 1 1 625 521 52石静 岡愛 知 59 25 4
滋 賀 1 1 2 1 1
京 都 2 1 1 7 5 4
大 阪 51 18 15 55 1占 17
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表 3- 1-7 昭和 42年 男 女別 前 任地 ,転 出先 (府県別 )
総数 男 女 総数 男 女 i 総数 男 女 総数 男 女
秋 田 1ー7 192 I 812i 4 12 1 18 奈 良 2 2 5i1 5 1 2
福 島埼 玉 鳥 取島 根 51 21 41 51 152
千 葉東 京 217 29 広 島山 口 2〔15 145 125 715
神奈 川山 梨 54 25 5129 徳 島香 川 215 110岐 阜静 岡愛 知 14占 愛 媛高 知福 岡 8 52 512 12 12三 重滋 賀 24 2 佐 賀長 崎 254 21 1 12
京 都 10 2 8 5 5 大 分
大 阪 2 9 12 27 18 鹿 児 5 1
表 5- 1- 8 昭和 45年 男 女別 前 任地 ,転 出先 (府県別 )
前臣(また胞 洗)噛 県 転 入 者 数 転 出 者 数 青性 (また倣 洗)卿 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 臣数 男 女
岩 手 2 1 1 1 1 21 大 阪 40 22l18 45 2D 25
宮 城 21 兵 庫 50 17 151 55 25 12
山 形福 島 1 1 奈 良 1 1 i 1 5
E8茨 城 1 1 和 歌山鳥 取 2 1 51 21 1175
埼 玉 2 1 島 根 2 1 4 4
千 葉 5 5 2 5 広 島 55 0 5 2 5
東 京神 奈川 192 152 占 5〔〕4 15 151 山 口 5 5 2
宮 山 1 12 14 1 1 1 徳 島香 川 18 18 2 216 2ll石 川 62 愛 媛 5 5 4 2
福 井 1 1 高 知 5 2 1
肢 阜静 岡 12 12 福 岡長 崎 ll a2 5 5 2 1
愛 知 7 6 a熊 本 1 1 14 1 15
二 重滋 賀京 都 5ll 59 2 鹿 児 5
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表 51 1- 9 昭和 44年 男女別 前 任地 .転 出先 (府県別 )
前臣(また蛾逝洗)の敵新陳 転 入 者 数 転 出 者 数 竃 転 入 者 数
転 出 者 数
北海道 51 27 1 1 18 1 兵 庫 40 25 15 58 22 18宮 城山 形 59 2 】5 奈 良鳥 取 87 2 75 45 52
茨 城 1 1 島 根 12 7 5
埼 玉 9 2 広 島 26 14 21 1
千 乗 4 2 2 2 2 山 口 1 1 1 1
東 京 24 9 15 16 8 徳 島 2 1 5 1
神 奈 川 81 41 42 5 2 52 香 川 27 17 10 17 7 1U
古 山 1 1 愛 媛 5 2 5 5 1 2
福 井 17 15 高 知 4 4 5 5 5 1
長 野 5 510426 福 岡 5 21 5 4
岐 阜静 岡 1 1 長 崎熊 本 1 1 4 2 2
愛 知三 重 17644 7218 ll4 82 52 大 分宮 崎滋 賀京 都大 阪 255 151 114 鹿 児 島 2
表 5- 1- 10 昭和 40年 男 女別 前任地 ,転 出先 (市町村別 )
前臣(また胞 洗)の市町村 転 入 者 数■ 転 出 者 数 前岳(また雌拙先)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女
岡山 市 219 118 101 142 64 78 熊山 町 1 21 1 1 1 1
倉 敷市 19 ll 8 7 4 5 和東 町 1 1
津山市 占 4 2 5 2 1 備 前町 1 1 1 1
玉野市 1 2 1 5 2 5 日生町 1 1 1 1
児 島市 6 4 1 1 佐 伯町 1
玉 島市 4 2 2 5 5 三 石 町 2 2
笠 岡市 9 512 4 a 5 1 邑久町 1 1西大寺市井原総社 25 2 125 72 牛 Jg長 船東 児 2
ら高梁 市 4 1 5 2 1 1 潜時町 1 12
新 見 7 5 1 輿除村
加茂川町 . 0 6 4 5 5 5 妹尾 2津南町 る 5 5 9 早 島
御津町 2 1 1 5 5 2 書価 町 1 1 5 5
舵 (†た㈲ 洗)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 前任(またd`出先)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数柊数 輿 女 総数 罪 女 総数 輿 女 総数 男 女
寄島町船穂矢掛美星井傭昭和 51 1 412 115 51 18 備 中町哲 多西港原臭浄奈義 451 21 251 51 2 1
高松町 52 15 17 美作町 24 1
足守町賀静 102 42 占25 41 4 大 原町久瀬
有洪町川上灯成羽 占51 41 中央町 10 5 5
表 5- 1- 11 昭和 41年 男女別 前任地 ,転 出先 (市町村別 )
縦巨(ぜた噛拭 )吃市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 前臣(また胞 洗)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数総数 罪 女 総 数 輿 女 総 数 罪 女 総数 男 女
岡山市 461 525 558 208 86 122 興除村 1 2 1 5 1 5
舟敷布 55 18 15 20 7 15 妹尾 町 5 5
津山市玉野 18 9 9 7 51 2 早 島町 4 2 2 1
児島市玉 15 15 12 5 21 21 茶屋町舌備 125 12 9 5101 6
笠岡市 57 4 5 2 2 庄 村他方町 4 2 52 21 21
西大寺市井原市 9 5 6 2 1 金光町 6 4 2
総社市高架 22lワt 14.9 81U lldワ 162 1U 矢掛町費星 2 1145 1 1 1
新見市 19 15 6 6 5 1 芳井町兼備 1 1 1 1
建部町加茂川町 75 25 5 12 1 1 高松町足守 505 162 152 52
津南 町御津 1624 814 81U 105 452J 占9 究柵町有溌 26 14 12 2 21
山恥町赤坂 21 1 ll2 15 12 川上町成羽 1 1 1
吉井町瀬戸 15 15 備 中町大佐 4 51 5 41 2 21
備前町 5 5 2 神郷町 2 2
佐伯町三 石邑久 5 21 52 2 2 落合町勝山漁鹿 45 521 12牛窟長 船 4 51 1 鏡 野加 茂 25 1 14
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前任(また切ら我先)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 朗色(また絹巨杜氏)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女
作東町 1 1 4 中央 町 占 4 2大原ク謙南 6 2 柵 原 5 1
表 5- 1- 12 昭和 42年 男女別 前任地 .転 出先 (市町村別 )
前臣(また胸 先)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 毒性 (また髄 洗)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数.総数 輿 女 総数 男 女 総数 顔 女 # 男 女
岡山市 471 254 257 180 48 92 庄 村 2 12 2 415 51 1215
倉敷市 48 21 27 19 ll 8 福 田村
津山市 4 2 2 5 2 1 山手 村 1 1
玉野市 1621 98 715ll 7 4 5 寄 島町 1 1
笠 岡市西k寿 29 14 15 金 光町胸襟 25 1井原 2 2 5 2 芳井 1 1
総社 14 5 8 2 占 兼備 町 5 1 1 22 10
高梁 市 18 9 9 5 12 2 昭和 町 5 5
新 見 占 12 4 1 1 高社 51 19
建部町 5 1 2 1 1 足 守町 25 15 12 4 1 51力頗l 10 2 8 5 北房 1 4 12 25
津高町 12 712 5 5 1 2 賀陽町 1 1
御津町 5 5 12 541 7 有葵町 ll 8
山陽熊山瀬戸 514 21 17 15 川上成羽備 中 4 15 5
和気 1 1 1 12 落合 2 2 4 5 1
備 前町 4 2 15 勝山町 7 215 4252 l 21 21
佐伯町 2 1 1 敵原町 1 1
三石邑久 4 12 2 川上村勝北 1 12
長船 21 2 1 実作 5 2東児藤 田村 51 51 2ll 17 4 英 田相 帯 1 1
妹尾 町 5 2 中央町 2 1 1
早島茶屋吉備 珊原 2
表 5- 1- 15 昭和 45年 男女別 前 任地 ,転 出先 (市町村別 )
前任(また一類出先)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 誌 齢 tの市町村 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女
岡山市 582 289 295 208 98 110 玉野市 ll 占 5 5 _2 5
倉政市 57 21 16 46 24 ◆ 22 笠 岡 市 4 1 5 2 1 1
前臣(また瑚白土洗)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 前臣(また峨 洗)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女
井 原 市 5 1 2 1 1 12 庄 村 2 2 2 7 2 5総 社 17 7 10 18 6 福 田 1 1 1
高 梁 市 7 5 4 5 2 14 清 音 村 1 1
新 見 市 A 5 5 54 51 鴨 方 町 1
建 部 町 4 3 芳 井 町 5 1 2
加茂川町 12 4 8 昭 和 町 1
津 高 町 8 5 5 高 松 町 5占 18 18 8 占
御 津 町 7 2 2 21足 守 16 8 8 7 5 4
山 陽 町 5 42 1 北 房 町 5 1 2 4 5 1
赤 坂 1 1 賀 陽 1 1
熊 山 町 2 25 有 漢 町 4 5 1 1 12
青 井 町 2 5 1 2 Jll上 町 1 1 4125 1 1瀬 戸吉 永和 気備 前 1510 152 成 羽哲 西落 合勝 山 57 5 2
日 生 町佐 伯 2 2 12 1 12 蕩 原 町川 上 村 1 1 51 21三 石邑 久 5 4 25 鏡 野奥 津 5
牛 窓長 船上 道東 児蔽 崎輿 除 村妹 尾 4 251 北田美 作大 原東粟倉村旭久米南 2
早 島茶 屋吉 備 13 17 8 久 米柵
表 5- 1- 14 昭和 44年 男女別 前任地 ,転 出先 (市町村別 )
前臣(または転土氏)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 前臣(また峨 杜氏)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数総数 罪 女 総数 罪 女 総数 句 女 総数 男 女
岡 山 市 480 257 225 282 127 155加茂川町 7 4 5 2 1 1
倉 敷 市 27 15 14 50 19 ll韓 高 町 12 5 7 5 2 5
津 山 市 18 12 6 9 ム 5 御 津 町 16 5 ll 5 51 2
玉 野 市 10 5 5 8 5 5 山 陽 町 5 1 2 1 1
笠 岡 市井 原 52 2 52 8 4 4 熊 山 町士 1 1
総 社 25 10 1 16 9 7 口井瀬 戸 1 1
高 梁 市 a 2 4 5 1 2 和 気 町 7 5 2 1 1
新 見 0 5 5 4 2 2 富 永 1
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再王位(i蛾謎洗)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 前任(また胞 洗)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女
三 石 町邑 久長 船 142 12 51 571 251 145 有 湊 町川 上成 羽 125 12 1 15 215 1
上 道 町東 児井 崎除 村妹 尾早 島 27 14 備 中 町大 佐哲 多落 合勝 山久 世 512 41 1
吉 備 町 10 6 415 15 8 5 狼 原 町 5 2 12 1
庄 村 1 1 5 27 5川 上 村 1 1 1 1
福 田 村 a1 21 2 2 八 束 村 1 1 4 1
清 音 村粗 方 町 12 12鏡 野 町加 茂 1 1 51~ 21 1
寄 島 町里 庄矢 掛糞 星昭 和 25 25 117 110 古勝 央 町北田作 東 5高 松 1 占 9 旭 1
足 守 町北賀 陽 121 52 91 75 52 41 久米南町米 2 2








男女別にみると転入者のうち男性 2575人,女性 2527人,転出者は男性 1517人,女性1521
人と転出者の男女比Iははとんど同じであ9,転入者のそれ壮男性が約 50人あま9女性を上回っているO
岡山県内の転入者VCついて杜岡山市がほとんど過半数臥上を占め,昭和 40年には県内転入者の55･5






他方,転出者においても岡山市との関連は強レヽ それは昭和 40年に壮 56･1感,同 41年には 57･5
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黄 5 - 1- 15 年令別転入 ･転 出者数 (昭和40年 )
＼､＼才 ＼ 転 入 者 範 出 者 ＼ 1 転 入 者 転 出 者 -総数 罪 女 総数 輿 女 総数 輿 女 総数 男 女0一､_4 占2 59 23 57 20 17 55～59 56 25 ll 25 ll 12
5-～ 9 25 ll 14 ll 5 6 40.)44 20 10 10 9 4 5
10～14 24 12 12 15 7 8 45～49 19 ll 8 4 1 5
15～1? 61 24 57 55 56 19 50′～54 8 6 2 5 4 1
2〔】′､24 121 48 75 102 52 70 55′.ー59 7 4 5 8 5 5
25′-ー295〔】～54 8748 4628 4122 占254 294 5510 60以上 20 9 ll 9 5 4
表 5- 1- 16 年今別 転入 .転 出者数 (昭和 41年)
ゝ＼ 転 入 者 転 出 者 才 転 入 者 転 出 者総数 局 女 総数 男 女 総数 輿 女 総数 男 女
D～ 4 142 52 90 45 22 25 55.-ー59 94 41 55 25 14 9
5～ 9 87 42 45 18 7 ll 40.-ー44 65 28 55 ll 5 6
10～ 14 80 54 26 10 5 7 45～49 57 20 17 12 5 .7
15へ一19 71 55 56 72 51 41 50.-ー54 25 16 9 14 9 5
20.-ー24 154 85 51 159 55 84 55.)59 22 9 15 5 4 1
25～2950 54 18749 10885 798占 9842 45≠二 5519 dQ以上 55 18 17 16 8 8
表 5- 1- 17 年令別 転入 ･転 出者数 (昭和 42年 )
汁 転 入 者 転 出 者 チ 転 入 者 転 出 者総数 輿 女 総数 輿 女 総数 罪 女 総数 男 女
0.-､ノ 4 108 45 占う 48 50 18 40′､ー44 巨 28占 2552 251占 148 ll8
5.ー 9 55 54 21 20 ll 9 45へ_49
10.ー14 55 16 19 9 6 5 50へj4 )5815～19 118 69 49 74 55 21 55～59
20～245 95 5. 16509 498495 11476 1128570 4256 704928 占0以上 55 18 17 8 4 4
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襲 5- 1- 18 年令別転入 ･転 出者数 (昭和 45年 )
＼ 転 入 者 転 出 者 才 転 入 者 転 出 者総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女
0へノ 4 155 71 占4 ム0 55 27 55～59 71 41 50 2〔】 7I 15
5.ー 9 85 55 50 21 9 12 40～44 45 25 18 15 10 5
10.ー14 59 20 19 17 9 8 45～49 27 15 14 12 占 占
15.-ー19 88 51 57 110 72 58 50～54 27 15 14 12 7 5
2〔】～24 209 81 128 1占7 66 101 55～59 26 15 ll 15 8 5
25′ー2950～54 18824 9970 8954 985 5224 441 60以上 59 18 21 22 10 12
表 5 - 1- て9 年令別転入 ･転 出者数 (昭和 44年 )
＼ 転 入 者 伝 出 者 才 転 入 者 転 出 者総数 男 女 総数 罪 女 総数 男 女 総数 男 女0.ー4 11ム 81 55 81 59 42 55～59 54 55 21 55 22 ll
5.､一 9 50 27 25 51 19 12 40～44 41 17 24 16 10 6
10～14 5占 17 19 16 7 9 45～49 22 1占 a 15 9 占
15.ー19 8〔】 57 25 7d 48 28 50-､.54 17 8 9 7 5 4
2〔1.ー24 284 109 155 179 89 110 55～59 19 ll 8 4 5 1
25～2950-J54 20588 11755 8855 15?75 485 7150 40奴上 55 16 19 17 占 ll
一宮町における人口の地域的を動きはおよそ以上述べてきたようであって流動総数しいが.それで紘
年令的にはどのような届であろうか｡それを示したのが表 5- 1- 15から表5-ー 19であって.こ
れは昭和 40年から同44年までの 5年間の転入者.転出者を5才段糟で示したものであるがひとこと
で言うなら若年層の流動が激しい｡この 5年間忙おける転入者で若年局 (15- 24才)の占める割合
壮昭和40年 55.8%,同41年 18.5藤,同42年 29.5帝,同 45年 27･5%,そして同 44年紘
55.8愛で転出者のそれはそれぞれ 42_0蕗.41.8虜,5?.8%,45･8%,57･1虜とな9これに
25～ 29才の占める割合を加えると58- 54車と58- 82愛にな9きわめて高い割合に浸ってく










褒 5- 1- 20 -官町の産美別人 口柵戒の変化
■昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和
22年 25牢 50年 55年 4Q牛 22年 25年 5α牢 55年 4畔
糸 井 2849 2455 2549 2442 2242 金融 .保健 .不動産某 52 42 95 90 715
1522 1550 1244 1108 985 22 27 d4 55 56
1547 1285 1285 1554 1259 1【】 15 51 57 57
林菜及び狩猟菓 4 45 5 6 5 漣輸 .通信兵 234 250 257 248 547
5 40 5 占 2 228 217 21占 222 282
1 5 00 1 14 15 21 2ム 45
乳業及び水産拳雅美 00 0 1 1 屯気 .ガス .水道弟 15 ll 55q 00 1 0 ll ll 29
D 0 D □ 1 4 0 4
水 薬 7 S 58 51 29 サー ビス井 175 259 271 411 5545 7 49 7 07 147 155 225 285
0D 1 2 2 68 92 118 18占 255
建 設 菜 108 108 165 177 252 公 務 295 154 164 146 1708 50 88 0 58 46 35 45
0 015 9 22 57 20 20 51 27
奥 造 其 518 450 452 57一1 599 分類不能の産業 70 17 0 7 0260 291 289 555 566 48 7 0 2 0
58 159 145 221 255 22 10 0 5 0
卸売 .′J､売薬 150 242 550 594 544 合 計I 42dd 4167 4506 4578 4879
81 151 202 220 283 2455 2477 2546 2555 2占84
49 111 128 174 271 185ー 1690 7ー占0 2025 2195
数値は上から総数 ,男の数,女の数である｡
一宮町の産業別人口練成の研 D22年から40年-での推移は表5-1-20に示されるO昭和 40年
の第一次産業 (農林水産業 ).第二次産業 (鉱業,共進建設業 ),第三次産業 (商業 ,運輸通倍公務サ
ービス業 )の割合壮それぞれ4ム1%,18･1%,55･8%であるo試みに岡山県全体のものと全国平
均をとってみると一岡山県ではSo･1碑.55･5多,56･4% (総理府統計局 ｢19占8年就業補遺基






















(ノト 野 剰 朗 )
○ 統計紫科 出典
表 5- 1- 1,図5- 1- 1,襲 5- 1- 20
国勢調査報告書 ,圃山県統計年報
表 5- 1-2,図5- 1- 2,図5- 1-5
｢広域行政の分析紫科｣◆岡山市企画盤企画課
















































一一部の家が簡易水道を引くまで付近の 10軒あま9が利用した｡そして,昭和 5ム年 5月 1日に上
水道が布設された (全町いっせい)ときてさえ4 ,5軒は依然としてそれを利用していた｡ この地
区で水の湧出する所はこく限られていたらしく各戸用の井戸はあま9多く見うけられない｡そして,
水丑もあま9豊富でないので昔から用水の不足ということが最大の悩みであったらしレ,.
写真 5- 21 1
下 芳 賀
東 の 井 戸
図 5-2-2
下 芳 賀




っきDしているところでは明治 7年 5月に掘られたものであ9 10軒あまりの家が利用していた｡
その他の利用しない家は各戸の井戸を使用し乞そうである.そして.簡易水道が昭和 12年 12月にかん




































































麺 を :.,･拒 ._
図 5- 2- 7










































(6) 集落の性格 と村落 - 結びにかえて -
では,明治 22年に村制が実施されて平津村となるまで厳然と 1つの村 (椿津村 )を構成していた
この5地区がなぜそれぞれに 2つづつの村井戸を持ち,またききとDによって分ったこと夜のだが,
お互いに他の 2地区を意識し,けんせいし合っているのだろうか｡下芳賀の場合をみると,散村状を

















表 5-2- 1 下芳賀及び櫓幹の上水道 ･現勢
地 区 名 村井戸の数 水丑 簡易水道使用の有無 各 地 区 の 現 勢
戸 数(戸) 人 口 (～ 1戸平均人数㈹
下 芳 賀 2 乏 有 88 417 4.74
酉 檎 浄 2 忠 無 200 752 5.66
中 槍 津 2 乏 有 148 555 5.占1
束 槍 津 2 並 級 58 147 5.87
注) 11 村井戸の教.簡易水道使用の有無はききとDによる｡








である｡ ) (相 沢 一 正 )
3 住宅 団地の形成 と発展














村の三村が合併した昭和 50年当時の人口は 8,649人,それから14年後の昭和 44年で


























































(8) 天 神 団 地
｢財団法人岡山県住宅供給公社｣に上って昭和 44年 11月 15日から昭和 45年 8月 12
日までに山地･畑地を整理して土地造成が行なわれ,現在その渦中でもb,昭和 44年完成の
チ蛙で･完成すると1区画200m2,盛坪 16- 17坪の住宅 (建売,分訣)が約 200戸建
ち･昨年入店者#塊を始め.今年中に約 55戸越つ寸定であるO
-90-
写実 5-5- 1 天神団地建設予定地
天神山付近では.現在土地造成中で.山林 ,丘駿を切D開いているo
(8.45年 4月5日 渡辺康人 堆形)






(C) 緑 町 団 地
写未 5- 5- 2 線 町 団 地
-91-･
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である｡昭和 45年 5月現在.戸数55さ戸.人口1,202人 (男 585^ ,女 占17人)で
当初計画された区画の住宅建設壮すべて完了してt^るO
表 3- 5- 1 土 地 利 用 区 分
煉 住 宅 供 給 公 社 49323,〆 (258区画)
宅 地 僚 機 14008〝′ ( 60区画)
盛 協 . 保 育 園 5059〝′ ( 2 区画)
一 般 宅 地 分 熊 10452m, ( S 区画)
道 路 . 緑 地 250407n>
('')食 観 緑町団地仕一辺508n程度の正方形の区画内に木造,7lt/-メ.ブロック造b
の平屋および二階建の赤,青の屋根をもつ家屋がどぼんの目のように塵然として建ち並んでh
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写其 5- 5- 5
メ イ ン 道 路
写真 5- 5- 4
ノ ヨ ソビングセ/クー
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年 度 別 住 宅 建 設 図
70レハ7+徒名
図 5- 516 5DX住宅平面図
- 95-
当団地では上 ･下水道完備 (上水道比横尾 ダムから,下水道ht排水路へ),緑地化 整備化凱 てしペが,逮
売住宅にかhて吐現在では庭とかテラスが各戸において見られるが,それは入居後各自が建築したとの
ことで,すべてが完備したものでなく,最低眼底の必要を満たす程度のものであるo





















(-) 人 口 -宮町人口の約 10%を占める団地人口比団地建設以降･増加率におhて非常
に覇者をものがある｡昭和 42年に壮 109世帯 542人 (男 175人,女 179人)の増
加で前年に比べ 91l d帝の増加私 昭和 45年には 90世帯 555人 (男 145人,女 2




の転入者数 1.177人に対して団地内転入者数は 583人と約 50飾近くを占め.その後も
規地内人口は町全体の人口増加に大きく鮮申してhるO (昭和 42年には22飾,昭和 45
年には 50啓一一･葬 5-5- 2参照)
-9ムー-
表 5151 2 男女月収 入着 (一宮町.団地) 単位 :人 ･飾
宮 町 団 地 団地の町全体に対する割合
総数 輿 女 総数 男 女 総数 男 女
S.41 1177 802 575 585 294 289 50% 49% 55%





- 5- 5のように県内からの砿入着が圧倒的忙多く,昭和 41年には 98%,(男 99多,女98
帝),僻 口42年 95飾 (男94%,女 94労),昭和 45年 95夢 (男 92%,女 94帝),





年度別に転入者数をみると昭和 41年と45年の転入者が多く,昭和 42年, 44年は少ない.
この差は岡山市からの転入者数の違いがそのままあらわれているOこのようk:岡山市からの転
入のもつ意義壮大きなものがある｡
表 5-515 男女別転入者先任地 (団地) 単位 :人
先住地 昭和 4 1年 昭和 4 2年 昭和 4 .5年 昭和 4 4年
男 安｢甘 男 女 計 罪 女 計 男 女 計
岡 山 市 198 2D5 401 89 ▲8 157 1 1ー 122 155 50 42 92
- 宮 町 15 12 27 7 4 1ー 7 6 13 5 5 a
倉 敷 市 8 7 15 4 9 15 占 7 15 2 1 5
津 山 市 占 7 15 1 0 1 5 1 4
総 社 市 占 4 18 1 5 4
西大 寺 市 5 5 8 1 1 2
御 津 町 i _2 8 D 1 1
高 松 町 4 5 7 4 5 9 7 7 14
笠 岡 市 4 5 7 1 2 5
金 光 町 4 5 7
高 梁 市 5 5 i 4 2 d 2 0 2
瀬 戸 町 5 2 5 1 0 1
津 南 町 2 2 4 1 2 3 2 1 5
協 方 町 2 2 4
備 中 町 2 2 4 ー0 1
備 前 町 2 2 4 2 2 4
.勝 山 町 2 2 4 l l
先住地 昭和 4 1年 昭和 4 2年 昭和 45年 昭和 4 4年男 女 計 男 女 計 男 T女 計 男 女 l計
中 央 町 3 1 4
邑 久 町 2 2 4 1 0 1
新 見 市 2 2 4 1 0 1 1 0 1
美 作 町 1 2' 3 5 0 5
久 米 南 町 2 1 5
加 茂 町 1 2 5 1 0 1
玉 野 市 2 1 5
原 町 1 2 5 1 0 1 1 0 1
大 任 町 1 2 5
早 島 町 1 1 2
赤 坂 町 1 1 2 ロ 11 1
三 石 町 1 1 2
足 守 町 T ロ 1 1 2ー 5 2 1 5
吉 備 町 0 1 1
山 1 0 1 1t ll 2
牛 忽 町 1 U 1 8 1 1
和 気 町 0 1 1
井 原 市 1 0 1 0 1 1
加 茂川 町 1 0 1 1 5 4 1 0 1
昭 和 町 D 1 1
北 房 町 1 0 1
落 合 町 2 D 2 0 1 1
哲 西 町 1 u 1
成 羽 町 1 0 1
川 上 村 10 1
正 村 01 1
吉 井 町 10 1
集 塵 町 2 8 2
建 部 町 1 1 2
福 田 村 0 1 1
鏡 野 町 1 0 1
八 束 村 1 0 1
佐 賀 保 2 2 4
香 川 煉 1 2 3
島 根 県 8 1 1 1 1 2
大 阪 府 0 1 1 5 4 9 0 2 2
広 島 腺 5 5 d 5 5 8
東 京 都 2 1 5 1 0 1 1 1 2
兵 庫 県 0 5 5 8 1 1 4 1 5
愛 媛 腺 1 0 1
神 奈川 漉 1 0 1 1 1 2
福 岡 県 1 ロ 1
山 口 1 ロ 1
福 井 脱 l 1 0 1
千 葉 保 1 1 2




年令別人口構成を理解するため.年令別転入者数をみると (表 5- 5- 4参照),昭和
41年に壮 0- 9才, 25- 59才が全体の 61密,昭和 42年には0- 9才, 15- 5
4才が 61%,昭和 15年には 0- 9才, 25- 59才が 占5%,昭和 44年には 0- 4
才' 15- 54才が 日 常と25- 10才の年令層と10才未満の幼児の年令屑が他の年
令層に比較して多t^｡これから判断すると若い親子の額家族が多く見られるoそしてd0
才を超える年令Jiは各年それぞれ 4帝. 5年. 6車, 5年ととく微 た々るものであって,
当団地杜若h世代の集合体であるO このことが彰督して一宮町全体の年令別転入者におLl
ても0- 9才･ 20- 50才代の男女の転入者が多く見られる｡
表 5- 5- 4 年令別転入者 単位 年令
年 令 昭和 4 1年 昭和 4 2年 昭和 一 5年 昭和 4 4年
罪 女 計 顔 女 計 男 女 計 罪 女 計
0一4 45 25 70 占 15 19 22 19 一1 9 8 17
5- 9 54 28 60 9 9 18 17 15 52 6 4 10
10- 14 15 28 一1 5 5 10 6 8 14 2 5 7
15- 19 10 15 23 2ロ 5 25 17 5 22 14 2 1占
20一 24 15 18 51 10 14 24 5 18 21 6 ll 17
25- 29 54 48 82 9 12 2ー 25 50 55 15 8 21
30- 5一 49 58 87 15 12 27 17 25 40 10 i 1占
～5- 59 59 54 75 ll 7 18 2一 17 41 占 5 9
40- 44 29 19 48 5 ll 14 ll 7 18 5 5 10
一5- 一9 ll 10 21 5 1 一 5 6 9 2 ロ 2
50- 54 7 10 17 6 12 18 I 4 8 2 2 4
55- 59 12 7 19 4 2 .d 7 5 10 1 4 5
60-.′占4 5 5 8 1 4 5 5 2 5 1 0 1
占5 以上 5 10i 15 5 2 7 5 8 15 5 4 7
(ホ) 団地族の特質 世帯主の大多数比毎日.岡山市,倉敷市などに通勤している 5 0-



















バシー型,自己中心 (自弁の家庭中心主義)であ れ 個人主義的な所もみられる.
しかしある面で近代的を生活を営んでLr-る個人主義者からなってhるこの現地の社会もコ
ミユニティ的なものを形成 してL^る｡永住の心構えの人 の々町内会.小 中学生の交友,い
ろhろのけh こクループ'それに的入金なども広く他の人々と親しもうとLnD気迫が非常に
活発の上)に思える.





∈) 町 内金網 成





婦 人 部 (11名)
(各 ブ ロ ック上b l名ずつ選出)
@ 町 内会審美 部巌放
遠 一議γ爺 二 モ 慧部霊
防 犯防災部一 一一⊂ 雷部宝
保 健他 部- ⊂ 蔑部芸
???????? ?? ? ??ー? ? ?
- 1Da-




福- 嫡 - 亡 霊部芸 (.1著)
婦 人 部一- ⊂= 霊部霊 (.1蓋う
町内全役且の任朋壮 1年で.毎年改選し.7° ノク単位で選挙音れる｡
輯 一線町団地ではブロックをA (地番 2. 5･ 4. 5),a (6. 7. 8).C (9. 10.
111 12),I)(151 14.売店).丑 (15･ 16･ 17･ 18),F (20･ 2
1･ 22). α (25･ 24),a (26･ 271 28), I (19･ 29. 50. 51)





婦人部 - もっとも活発な清動をしているものとして輸入部が上げられるo子ども金 (子ども
をもつ母の会)と協力して.キャンプ.速足を数多(行なうことに上って,子どもの情緒
安定,非行防止などの教育効果を上げてL^る｡その他 150人程度の′｣＼学生,幼稚園児の登



















j'ミの処理も完全で,し尿は月 2軌 ゴミは週 2回定細的に処理されてhる｡その他町内会と
して,娘会所を建てること,園脊館,遊戯施設,遊園地の塵備 (ブランコ,スペソ台の設置D
などの環境整備を行ないたh計画であるが,資金面の不足で甑窮している状態である｡







(渡 辺 庚 人 )
参考文献および統計貿料出典
Lj参考文献
｢月刊地理｣ 19占4年 2月号,第 9巻 2号
開発公社約｢15年のあゆみ｣
｢横立分誹住宅と案内｣
卒論 ｢都市拡大の地理学的考察｣ lF,= 田 和 夫 著
○ 統計資料出典





表 5- 5- 2
｢都市拡大の地理学的考察｣より作成
緑町輔地案内図




黄 5- 5-5,弄 51 5- 4 町役場住民票より作成
- 1D2-
第 4章 古代 ･中世の一宮





































守護となっkoその後- のころ (,2,9年頃 )- 々- 紗 備前守酌 つとめ,文永のころ t





















Iujわれて,貞治 5年中に松田倍盃の術前守藻は免せられてこれqcかわって貞治 4年 (15占5)には
描麿の守護であった赤松則瓶か兼ねて備前守訟vc任せられた｡
赤松則鮪はその一族である浦上行教 ･助放らを守証代として傭自個 においた｡ こうして赤松氏の備
前国にノけ る領国支配が始まった｡南北朝合一のころに仕則砧の子艶別が牌的守誠をうけつLrlた｡義
則は明徳 5年 (i592)に実作国の守誕vc任ぜられて 5国を支配する守盛大名となった｡義則の子























16年 (1484)E:うーで把は備前 ･播磨 ･美作の大半は山名氏の制圧下におかれることとなったo





















･岡山県(1965):岡山県の歴史 105- 104 145- 日 7 194～ 202
206- 211 255- 258
･御津郡教育会 (1925):岡山県御津郡誌 9･ 10･ 12- 17




ひろく知られている｡それは土地を縦と横との線によって碁磐臼状に区切 り,粂 ･里 ･坪の名称をつ
け,坪をさらに10反に分ける｡これは班田収控の口分田の配分を円滑にしたものであるO
自然の地勢または道路などを基準として,原則的には一つの部また紘数郡を単位にして 6町 (約
占54m)の間隔に平行線をひいて条を分ける｡条は:北から一条 ･二粂 - ･と数えるo この条に垂
直の平行線を同じく6町の間隔でひき, このようにしてできる地積を里と名づける｡里は東または西
から一里 ･二里 - ･と呼ぶQ一里の両校は占町平方となるわけである｡さら忙この里のなかを間隔
占0歩の縦横の線で区切ると, 5 占区画の等面積の地割 りかできる｡これを坪という｡坪は 1町 (約

























大野村-づ七字大安寺に三の坪 ･十五町 ･十六町 ･大字北良願に六の坪 ･十ナら
白石村十大 字花尻に-の坪 ･二の坪 ･六の坪 ･大寺 (大安寺領に因む)｡
-宮村⊥大字尾上VE五 ･六 ･十 ･十五坪 ･三の坪 ･大字唐川市川 (註 :辛川市場のこと)に五の坪｡
馬屋下村-*字大建に五 ･九 ･十五の坪 .大字松尾忙五 ･廿八の坪 ･大字芳賀忙五 ･十 .十四 ･十
五の坪b
平津村一大字山崎に-の坪 .十一 ･十二の坪 ･大字椿津に三 ･五 ･八の坪 ･十四･十五 ･廿 ･州三0
とあり図4- 2- 2の地図にはこれらをもとにした条理坪副Dがほどこされている｡








さらに加えて,一宮の条里に関 して石田克氏が『岡山市史 ･古代綱 』の第 4章,｢岡山市隣鮭地域




















ノ左上的 脚 と朗 的
alJJ連楓丸1
(開山何年)
図 4- 2- 2 - 宮の条里 を復 元 した地 図
1109一･
石出氏の論文忙よれば,｢一宮vur31げろ灸星の粕抱の基線は備前 ･備中の国境であり,ここに ｢境
目｣ とよばれる集塔がある｡条里の遊娘が国境 とをっているのはこの他に備中 ･備後の国境,肥前 ･
筑後などの国境の壊合があるO肝娘の描線がこの ように国境を画 しているので,粂豊の坪並は この国
境線を基準としてvlる｡すなわち,西北を基埠とする韻行連続型であるcD
それでは暗線の基準は何であろうか ?青備津彦神社参道が里の基準となり,吉備津彦神社と吉備中
山 (175.0m)の山頂を結ぶ方向と階級が一致 している｡中山 .書冊津彦神社線の延長に岩井山西





準とする暗線から北 d町を通 る暗線である山陽道 とちょうど直交して降級の基準となっているのであ


























図を参考化した結果,図 4- 2- 2
忙示したどとく,芳賀付近に十ノ坪 ･十五 ･十六 ･松尾付近に四の坪 ･五の坪 ･二十八,大建付近に
五の坪 ･九の坪 .十五,辛川市振に五の坪 (坪割二十五からの転靴と思われる｡ )･上三十六 ･下三















れている坪割 りは尾上付近の二ノ坪 ･三ノ坪 ･四ノ坪 ･五ノ坪においては誤って記赦されてVlる｡今





しなく在っている｡これは永山氏の示してV,る地園vE記収されている′ト字 ｢五反地｣は明治 8年 4月










埠 .十五 .こ れ ＼

















図 4-2-5 馬 屋下村 集塵連取ヒ
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『延書式 』の ｢潜函伝馬｣に備前国駅馬,攻民 ･珂磨 ･百月各廿疋,津南十四疋 とあり,1) この
津宿駅が,井上通番氏の ｢上代歴史地鞄新考｣ (昭和 = 年 ･三省堂発行 )によれqj三,今の御津都一
宮町一宮大字西宰川で,和名動の醇高評甲素価と比定されてV,る｡
『傭脇国誌 』の古大路の記縦中に ｢高月駅 より津南駅にいたる｡比軌 岩田村 ･牟位相 (酉大川を
渡 り)御野郡牧石村を通 り三野村上り福林寺へいたり,津南郡胤原村を経て辛川村vc至る｣2) とし
ており,酔態駅を早 目とした証拠として,次のことをあげている｡｢太平記に足利左馬頭直寮僻中福
山の敵を退落し,その日,虐皮の楢に逗留とあり｡ しかれば,辛川の餌をらん｡｣としてV,る｡そし
て ｢虐皮宿｣vEついて,『源平盛袋記』の ｢木曽備中下向T&栄鹸板就航載乏灸｣に, ｢船坂山より三
石宿 ･藤野寺 .和気渡 (収用)･可井郷 ･西河革佐の波 (今の酉高月馬屋の西なる牟佐 ).福輪寺の
陣 (一本に福隆等和事とあり)･岩井 ･一宮 ･佐々が迫を桂て唐河の宿に到 りし魅見えたり｡鬼略 ･






から宰川にいたるルートが,両者見解を巣にしている｡ 『傭掛国語 』は富原鎌田を主張し, ｢寸耗之
塵｣は坊主山の南を主張している｡
また,『怖陽記 ･巻-』｢術前畠之守波並代々城主之-flI｣によれば,
一 昔備前匡は内西国海道ハ播傭之境船坂昨ヨリ三石宿ヲ通 .)野谷金谷ヲ通り藤野通 ･)ヨリ和気ノ
渡 リヲ越磐梨部可其上村ヨリ死手ノ溺ヲ越赤坂矢原ヨリ金11へ渡 り野々口吉宗 (今益田卜改 )ヨリ佐
山通 り辛川ヨリ備中板倉へ通ル ト云昇級ハ可共上村ヨ･)死手ノ風貌.)牟佐ノ渡リヲ越御野郡平瀬ヨリ
宿へ通 り福林寺掘宇佐ケ迫盛 り首部楢醇辛川ヨリ備中板金へ姐 ル ト云叉元亀天正之此迄ハ三石ヨ･)片
上嶺 ')艮鴨福岡ヲ吉井へ趨告辞ノ宿ヨ1)直二酉ノ方国府 仔場二至 l)竹田ノ上釣ノ&.I)ヲ越テ福林寺絶








第 1時期 :三石.一再1気一一可兵上.1｢金川--一酉辛川棚 に出づるものっ




第 4時期 :三石一二西片上一一長命か⊥福間-｢沼一周山- 宮｣夜食に出づるもので, これは現在の国道
娘に近V}｡ 第 2時期において,山陽道が冨

















































1)剛山県 (1950):岡LL偶 感史ヒ桐,第 55革 延音式vc見ゆる吉備三国 551.
2)吉備群替典故刊行会 (1950):吉備辞母娘乱和 1番,僻似国琵一之巻,古大路 8.
5)井上血奉 (1941):上代歴史地理新着,山阻満 場前屈 169.
4)吉備群斡奥晩刊行会 (1950):青傭群店輿硯拓 1執 寸簸之慮上巻 10- I6,下巻 49-50
5)石丸恵良 (1965):傭防犯巻之-,備前国土守盛並代々施主之打 8･
6)石田寛 (1962):岡山市史古代軌 第 4絹岡山市城の集塵 501- 504














天皇の東和 10年 (845)10月 24日には階位一品を贈られ,また一条天皇の長保 6年 (1004)




















応仁 ･文明の大乱の後赤松 ･禰上などの渚氏がこの他方に舛ると, これらの諸氏も青･肺辞彦神社を
携敬した.天文 2年 (1555)の浦上村宗判物によると,







そこで後陽耽天皇の厳島 2年 (1597)9月に至 り字音多秀家が道営に賠手したが同 5乍
-i18-
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かくして備前の国衛領および野閏 ･南北粂 ･長沼 .神崎の 4笹をども東大寺造営の料として加わる







































･藤井駿 (1965):俊乗房壷源過跡の研喝 ,岡山史学 15号 4- 7
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る統制とその徹底を .大庄屋 .名主という身分上農民であるJ,のによって行なったのである｡ これら
大庄屋 .名主は滞当局の一連の農村支配機関の中に組み込まれていたのであるが .それはどのよう夜
仕組みであったのであろうか｡谷口驚天君 ｢岡山滞｣昭和 59年 .香川弘文館発行 によって岡山藩
の放村支配梢進をみてみると.岡山帯に於いては家臣を郡代 '.女障 行 ,郡目付 .代官 .在方下役人に
任じて虚村支配の上部構造をかたちづくD.その下に先述の大庄屋 .名主 .組厨 ,判薪をおいたD大
庄屋以下は塊民であD,煉民の-.一部分が帝の山村支配の末端機関としてあったのであるo簡単にその
耽輩をみてみると.郡代は瀞の姓村支配機梢の磁苗に位位し.1人～ 2人で郡政全体を統率したo郡







明 暦 元 (1655) 庄 野 三 郎 左 術 門 延 草元(1744) 井 上 佐 平 太
し在 宅 5 (1875) 広 田 楯 右 衛 門 芙 延 4 し1751) 壁 部 与 次 郎
同 4 し1占76) 〟 宝 暦 5 (1755) 礎 部 円 次 郎
天 和 2 (1882) 尾 関 弥 右 術 門 同 7 (1757) 藤 井 革 左 術 門
同 5 (1685) 安 田 孫 七 郎 岡 12 日 762) 千 貿 万 右 衛 門
点 字 2 日 685) 青 田 五 右 衛 門 明 和 5 (1788) 万 代 雪 右 術 門
元 織 る (1895) 矢 部 半 兵 衛 同 9 し1772) 名 倉 六 兵 衛
同 10 し 6ー97) 伊 藤 杢 兵 衛 安 永 2 し1773) 村 田 膏 右 衛 門
同 ld L1705) 木 戸 彦 八 郎 同 4 (1777ー 河 瀬 古 太 夫
宝 永 2 (1705) 渡 辺 助 右 術 門 同 7 (1778) 野 々 村 兵 右 術 門
同 5 (1706) 今 攻 忠 左 裾 門 天 明 8 (1788) 渡 辺 和 右 術 門
同 5 (1708) 泉 文 之 丞 寛 政 8 し1798) 竹 内 又 右 衛 門
同 7 (1710) 西 村 六 之 助 同 11 日 799) 丹 比 助 太 夫
正 徳 元 日 711) 小 川 孫 七 郎 宇 和 元 し1801) 行 田 胎 兵 衛
同 4 (1714) 津 川 甚 左 術 門 同 S L1805) 八 田 滑 太 郎
同 5 (1715) 古 田 甚 之 丞 文 化 9 日 812) 村 木 書 兵 衛
享 保 元 し1718) 村 井 伝 右 術 門 同 12 し1815) 香 田 勘 左 術 門
同 5 (1718) 今 坂 息 左 術 門 天 保 5 (1852) 見 戸 半 裁
同 5 (1720) 省 都 佐 右 術 門 同 9 し1858) 芦 屋 与 右 衛 門
同 16 (1751) 神 居 久 八 郎 同 14 L1845ー 羽 原 次 郎 右 衛 門
同 17 (1752) 原 寿 太 郎 為 永 元 (1848) 福 田 甚 左 衛 門
同 19 (1754) 田 坂 六 兵 術 同 2 (1849) 斉 木 三 之 丞
荘 大窪 .服部家文中 ｢文化八未年故 品 虎々留｣
郡奉行は5人程で郡奉行 ,代官 .在方下役人,大庄屋 .名主以下村役人及び点民-殻わた って Z).
監視をそZ)役目とし,tD代官は 50人前後いて .宗門改 一年貢取b立てをはじめとして広･範 囲 にわ
たる統制を行なった｡在方下役人につVlては .そZ)瀬にあるときだけ士身分になれるとvlう身分上
独特の性格をもつもので帝と良民とZ)間に串がかこったときの捷衝作用としてZ)役を果たし都挙行.
部目付 .代官を補佐 し,大庄屋以下村役人を監視 した｡こDV,う性格をもつ磯柄は権力をもつ支配者
にとっては常に有利に利用できる便利を存在と7m .支配される者をその内部にかいて分裂させると
いう人間性を逆手にとったたくみな統制を可能にするものである｡近世の魚村につきものの山冷や水
論を取 り扱うZ)も下役人Z)仕事で .宝暦 12年 (1742)大建村と西辛川村･辛川市場村 ･山崎村
の5ケ村との間に砂川筋で水論争が生 じた際に当時Z)下投入であった有菅苧右衛門及び中山又次郎が
出向いて ｢吟味Z)上御裁許｣ しているの比その一瑠 りである｡ このよ5忙藩は｢連の機関を改けて良民







た大庄屋は .蔑応 5年 L1d54)確限を縮少されて十村肝煎 .天和 2年 し1a82)肝煎 ･下肝煎
と称されたが ,宝永4年 (1707)再び大庄屋と改められた｡中檎津竹原家文甘 r為永 6年 9月浄
福郡村々田畑畝高物成寄下｣によれば ,嘉永d年 し1855 )当時 .浄福郡には 『山崎村児子三左衛
門級合 .管野村鉄次郎組合 .中泉村又左衛門組合 .粟井谷村嘉久治組合 』の4つZ)大庄屋組合があり,
号賀村 ･下背賀村 ･佐山村 ･油水村Z)4ケ村は管野村鉄次郎組合に屈 し.他Z)1占ケ村 (尾上 ･一宮
･西辛川 ･辛川市場 ･今岡 ･山崎 ･松尾 ･大運 ･磯か部 ･池谷 ･長野 ･横尾 ･東梅津 ･首部 )はすべ
て山崎村児子三左衛門組合に入っていた｡又白石村 (現岡山市 )I)宇右衛門 ,同文介が江戸中期から
後期にかけて .先述山崎村Z)児子三左衛門 .同三七が校期大庄産を務めたoまた尾上村Z)則武与一郎
は江戸初期に庄毎にをD.その子与四郎は大庄屋に任じられたもZ)であるO
名主以下組頭 .判頭は村方三役と称され .元線 2年 (1aa9)まではそれぞれ庄屋 .五人組頭 .
年寄と呼ばれていたQ名主は:普通 1村1人で ,年賀徴収 .割b当て ,人馬の異動など村に関する庶務









前掲 ｢岡山藩｣によって冥租体系をみてみると.岡山席では本年貢 (吻成 )と弼 Z)付加税 (夫米 ･
口米 ･還翫 )摘 称して定米(一般に年貢といわれているもの )といい .本年貢 10｡石について ,
夫米はd石 ,口米 (郡挙行などZ)役料にあてる)は2石 ,糠薬代はd斗 5合であったから.付加税は
本年弄Z)8･i05解にあたった｡こ7)ほかに雑税としていろいろZ)迎上 (高瀬舟週上･伊部釜遇上 ･
エろIJyTしら 七打′
猟師運上 ･塩釜適上をど数 10種類にZ)摺る)と万甜代 (小物成ともいわれる魚馬詞代 ･川譜代 ･蔽
請代をど多種 )とがあったQ
図 5- 2- 1は .貿永 10年 (1d55)から明治 4年 (1871)に至る松尾村Z)免状から ｢残
高｣と r定米｣I)変化を追ってみたものである｡免状とは轟年俸当局から村単位に割b当てられる年
















































辞商都大建村櫓田畑弐捨歩 家内四人 男-^ ･










風 5- 2- 1にそって検討 していってみると .貰永 15年 (1占56).寛永 14年 (1657).
鮭安 2年 (1649).駿安 5年 (1650).凍応 5年 (1654 ).万治5年 (1668 ).明
和 7年 (1770).明和 8年 (1771).文化元年 (18D4).文政 6年 (1825 ).嘉永
6年 (1855).明治 2年 (1869)に定米が確度に低 く覆っておD.大きを凶作が起ったこと
がわかるQそのうち東応5年は備前国一円が大洪7J(にみまわれた年で .7月19日か ら同 22日まで
大森雨が続き ,領民は大被害をこうむった｡引き続いて起った大飢餓では岡山藩全体で 5占84人も
7)餓死者が出たO松尾村に於いても前年 110石あった定米が康応5年 80石に下げ られていること
から被害がいかに大きかったかがうかがわれる｡翌年の明暦元年 (1a55)の松尾村免状には藩が
政米として酎 5石5斗 8升9合を支給 し,これを請けた曲民の名誉えとその蓮が記されている｡ この
年の免状の中から救米の部分だけをとb出してみると次のようである｡
救 米 松 島 村
四斗八升 新 助 弐斗六升 久左衛門
五斗弐升 与八衛門 同 大 兵 衛
同 九 兵 衛 九斗五合 新 五 郎
同 与 兵 衛 九斗四合 市郎兵術
四斗五升 弥 兵 衛
合 三石三斗八升九合










































































































文化元年 (1804).嘉永占年 (1855)にそれぞれ 5石 2斗 2升と8斗を加凍米として受けて
いるoまた検 (毛 )見下げといって冥際に作柄を検分して年 実収額分を下げることも行なわれ ,万治
2年 .明和7年 ,同 8年の各年にそれぞれ25石 7斗 8合 .58石9斗 4升 5合免除されている｡前
記｢馬屋下鴨 ｣ に よると.天保 18年 (185?)に鍵見につV･て ,
村々毛見受之誓詞の堺




一 御毛見入又は御投見様御家来二重迄亀睦 かせしきkは不及申 前后共手入ケ間薮儀仕間数候串








尽 して農民をつぶ してしまうのが藩の目的ではなく,常に必要なだけの遊民は保 っていて年貢を続い
て納入させなければならないから救済するものであるoまさに｢生かさぬように若きぬように｣であ
るQ殺 してしまってはいかに支配者といえども生きていけないのであるからO
- ,各桝 には凶作にそ- て･←毒安臥 とい-て出舷 を毎年 .反につき2升ずつ船 に轡
ぇておいて毎年正 ･2･5･4月の 4ケ月の間に貧者扶助の法によって月歩で貸付て新麦のできたと
き把利麦を加えて返納するとい うものが懸かれていたo a-れは藩主池田光政の指導で創立されたもの
であるD文政 2年 し1a19)の ｢浄福郡口臭六組合手鑑｣(服部宏文等 )をみると其の頃大岸村に








- 万 冶 2年 寛 文 1 5年 元 藤 2 年 元線 14年
(1659) Ll占75) (16B9) (1701)
40石 以上 1人 4.0% 2人 ま0宙 5人 57% 5人 i2¢l
55石-40石 未満 0 0 0 0 1 1.2 2 1.8
50 - 55 1 4.0 1 1.5 5 &1 2 1.4
25 - 50 4 1占,0 1 1.5 1 1.2 る 4,9
28 - 25 占 24.0 14 21.2 8 9.8 占 4.9
15 - 20 5 12.0 15 19.7 12 14.4 16 liO
10 - 15 5 20.0 14 21.2 14 17.1 24 19.0
5 - 10 4 ld.0 9 lid 15 la5 57 5nD
1 - 5 □ 0 8 12.1 15 15.9 1占 15.0
1石 未満 1 4.0 5 4.5 5 L1 ll a9
不明 1 不明 5
計 25 1UU.U dd 98.5 82 94,0 125 100.2
港 南 持 高 52.U527石 42.5155石 94L5541石 125.681U石
4 0 石 以 上持 高 40.1940石 42.26Ud石 58.58Uu石
注 出作 ･大作を除 く
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こh忙よると.40石以上持高の合計は万治2年 〔1占59),1名 ,の52石与力 2合 7勺に比
らべ .42年後の元頼 14年 (1701)には .5名 .222石 6斗 ム升 7合と約4倍になっているQ
窮永占年に尾上村の高は約 1.700石であるので .この222石 6斗 d升 7食はその15afpにあたる｡
また港南持同比万治2年の52石5升2合 7勺から元噂 14年には 125石 占斗 8升 1合と大幅に増
加している､また55石以上40石未満 ,5石- 1ロ石 .1石-5石 ,1石未満のJBが増加している
のに比べて20石-25石の層が減少しているのが任目されるOとくに20石-25石の持高者は:.
万治2年 24% ,寛文 15年 (1占75)27.2啓と,その年の拝謁者総数の中で最高の割合であっ
たの忙比べて.元赦 2年 (1占89)9･8% ,元禄 14年 419秀とあきらかに大きな減少がみられるO
次に 10石以下の特有者の増加とくに元線 14年に於ける5石-10石の郡で結 .元顧 2年の18.5







尾上村･西辛川村性 1,000石以上の大村 ,一宮柑 ･辛川市場村 ･今岡村 ･山崎村 ･松尾村 ･大窪
村 ･菜櫓酵村 ･中椿津村 ･西椿沖村 ･佐山村 ･菅賀村 ･下芳賀村 ,首部村は 100石から1･000石






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































衷5-2-4 牛 馬 数
牛 腐 数
午 局 午家 政
尾 上 54匹 1匹 ,525
一 宮 55 0 .292
西 辛 川 44 1 .489
辛川甫壕 27 1 .415
今 岡 19 2 .655
山 崎 20 1 .505
松 尾項. 22 12 .550
大 窪i.Q 25 1占 .481
磯 ケ 部柴 5 .417
池 谷桑 4 5 .800
長 野壌 24 5 .68ム
横 尾 12 0 .480
東 檎 醸 l 15 □ .594
中 〟 r 50 5 .577
西 〟 51 4 .592
佐 山意 24 15 .774
背 解 き 35 27 .507
下 等 触 28 15 .占54
汁 水 22 0 .595
首 桝 卓l 10 5 .294



























村では表示のように長野村 52軒 ,横尾村 58
軒 .鞄谷村 ム軒 .磯部村 9軒に増加 していった
わけで ,家教の増加壮はなはだ大きいO ところが人数に園して結 .享保 6年 (1721)から学僕
19年 (1754)には増加がみられるが ,草保 19年から文政 7年 (1824)にはわずかながら
全体的にみて減少している0-万 1戸平均家族数は各村とも年代を追って 5人から11人が .5人か
ら4人へと碗少しているOこれは近世的大家族制がくずれていっていることを示すものであろうO津
間都全体では .村数本村 46ケ村 .枝 51ケ村 .家救 2.759軒 ､人数 1万 8,994人であった｡
表5-2-4に上って牛馬数をみると,牛は 2軒に 1匹いるかいないかであるし.まして馬は .こ
の地方では牛よDもずっと少ないQ機械化された現代と異なD.桝作に牛馬は欠かせないものであっ
たろうと思われるが .零細を土地 しか持ち得ない大部分の農民が ,桝作に牛馬が必要でなかったとい
うよDもむしろ.支配者側の年貢収奪と大農への土地娘中化の中にあって .手に入れるだけの財力が
もてず .生喜性をあげて経済的に向上 しようという方向性をもっことは不可能であったZ)であるO











まDもあるが .実耳的把確敵用水としての役副を果たした横尾鞄が完成 したのが昭和 25年 .新地が
完成したのが明暦年間 (1655- 1日 7)であった.1)それ故この地方の水利権の争い牡鹿民に
とって英剣Tl敬いであったと言えようO
写J;'壬5- 5-1 昭和 25咋完伊の械尾地金紫
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紘"玖樋 "の名で呼ばれ川下の用水路に導 くために .堤に仕込んである樋門のことで必要に応 じて開
閉できるようになっているo偶から引いた用水を ,さらに鹿本かの水路に分流するに際 しての各支川
の引水鮎は .旧慣に上bさせざまの比率で分配せられる｡分配審決定の規準 となる要素には .各用水
路沿いの滞敵区域の石高 .土壌の港遼寧の多少 .さらに歴史的に生 じた村々の無形の圧力差など各種
のものが複雑にからみ合って割合を決めている｡
漁民たちが共剣に怒b無益な実力行使に出たのも典薬生産の最後の生命線を守るためで .時に明治








砂川における斬 雌 の争いで記銀によって知ることのできる最古のものは宝暦 12年のものである20)
この時の争いは五反田井鯛について辛川市場 ･山崎 ･酉辛川の5カ村と大陸村との問のものであ.Jた
荘④
が ,その決君は現地iで出張 して来た有音宗右衛門 ･中山又次郎の雨下役人によってI,L･された砂川筋
の野面や離解および井関の調査吟味の上 .つぎの様に砂川筋の ｢掻き水｣についての儀がまとまるこ
とVCi:Dか てlハる.その決着の状態は上記 4カ村の4児寄 "という形で残っている｡それによれば .
大敵 寸之内抜 キ所-Ej一夜-勝手次第こ水掻 ,一日一夜-掻キ不中林二可仕事｡
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と記されているOつまbこの場合 ､大臣村からの甲し出に上ると.われわれが砂川エb氏に水を掻い








両下役人の以上の様を教許に対 し.関係 4が野の名主 ･五人組索 ･判旗 .首姓等すべての村民が釆
詳しで連印しているo (襲 1参照 ) けれども用水問題はその後も起った様で,記容に上ると91年
複の轟永占(1855)年 5月に起ったものがある｡
表 5-2- 1 重層 12年の水論 ｢先番｣に連印の相投人名と百姓教
村 名 名 主 五 人 組 頭 制 覇 (人) 首 姓 (人)
大 窪 伝 介 操四郎 .庄次郎 4 40
芋川市 場 藤 九 郎 し-宮村)!伝右術門.伝耽 8 61
















あるO勿論そう在ると池水の方も乏しくなD.生 木々地 5舟 ･宗形池2分 ･猿谷池2分という状態で
-135- 荏(む
















琵⑥ 約の2つの池は .大窪刊が利用していたが .昭和25年津芯の古書村-与えたBつtb
その頃は用水の供絵が十分になったということの証拠であろう｡
表 5-2-2 嘉永 6年の相投人名
村 名 名 主 五 人 組 頭
大 罪 月 介 I林 蔵
辛 川 市 場 滋 兵 術
西 辛 川 林 右 衛 門l
-lsd-
ヽ
図5- 5- 1 油弛 ･井関分布図
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(2)中川にかける水利の争vl
中川には .享保 15年 (1728)には井的が4カ所にあったQその中で僻に争いの中心となった
















l･ こrL)井関に必要な土 ･石 ･芝などは松尾村からも提供すること0
1･ 下芳賀村のカウラヤだけは6反 6畝分この井鯛から用水を取 ってもよV'｡(図2参照 )
以上 4項目について両村の村役人が納拙 印した.しかし■旺Dの池 "の構築は仲野伴右衛門がする
予定になってvlたの把その竣工番が行なわれる様子比をく.前々のとおD掻 き水をした様子で以後
60- 70年間 ,日照Dと水不足のたびに価架が起きたのであるO




尾村が困ってV,る時は 2日おきでなく 1日かきに水を托 してくれる上う紫来 したのであった｡下若衆
村はこの件についてはっきDと断わっているnその時大庄屋星上村与四郎たち名主全点が集まD吟味
した上 .御投入し野田 ･大村両氏 )を通 じて育ったことはつぎの様で参るo
当年迄-来･/儀二侯間 .唯今迄之通下曹賀水棟キ揚可申飽 然レ共松尾村水不足二両対義可数億間
何卒大庄屋中ヨリ新他力又-右之替 ')-成程之池御者諸原上可然御普請等被仰付右之水替 .)-出来
























l･ 閥 7月11日並 21日大庄屋中御見分之節も癒尾村名度 々申1候通 .牛廻b古ノ､勝手次第
水鶏可申払
下普賀村は文化 7年松の井手に舶する偽を後尾村に守る様再匿厭苛を提出 したo







享保 15年と文化 7年の契約があるにもかかわらず松尾村は約束を破って用水を取っているO 下
方にある松尾村は .いくら契約はしていても早魅になればどうすることもできず何回でも約束を敬 っ
て掻き水をせざるを得なかった棟であるD
安政5年 し1856)の大輪争の兼にはやっとこの問題は解決した様であるO この年 ,御役人が出
張され裁許が下されたのであるDつまD,寄焚村の新地古池の横棒は芳賀 6分6厘 ･下芳賀5分 5厘
とし,床水は苦矧 rc残しておくことQ一波Dの池 "比翌年春に完成したのであるが .下奇賀の所有に
-15?-




その他 .1覇の池"は .万延 2年 (1862)に完成し.守賀村が利用することに72ったD大槌村
については .過去畳 木々地 ･家形池 ･どうどう鞄の5つを利用していたが .きっと横尾池が完成して
水虫が十分に在ったのであろうoそれはち上うど完成した年に最も北の堂 木々地を浄福の留書村へ討
っていることからそれがわかる｡




注㊥ 水内昌鹿氏桐典の ｢F背賀 ･松尾両村水輸史料典｣である｡
(C)俄か水の争い
福谷五反田にある五反田井関の用水権は宝暦 12年には大国村と芋川市場村 5分と5分で日替えに





79年以前 .今岡村 ･一宮村 ･西辛川村 ･辛川市場村･大窪村の5カ村ヨリ横尾鞄の内猿谷と申所
二新旭臥 ヒ甲シ御昔話二相成池出来候Q後二寄賀村与兵衛ヨリこの他之確守私こ被為仰付候梯二願
上与兵衛究 l)居候所横尾村名主六右裾門離出御断申様者横尾村之内地二両御座候所二当村へ樋守破
為仰候殴 .近頃 ,迷惑二而御座候｡此泡樋守之義者横尾地相江被為仰付様 卜中上便所裾為聞召以而
櫨尾村六右衛門二早速被為仰付候｡
と記号れているOその後 .何年かは不明であるが一宮と西専用はこの他の用水権を芋川市場に譲った
ので ,辛川市場 6分･今岡村2分 ･大窪村2分とT=つた.元来 .予備池の目的で横糸されたのであ
って容易には放水しそV'bしかし放水した時は .いつも争いを超 したのであるD





1. 毎年用水明期 し春の破倖からの秋の破堤まで )中 .砂Jlrの流7kをEfIの用水として馬屋下村大字
大陸村･-宮村大字辛川市場は｢昼夜交代として馬屋下村福谷地内字 5反田植管エb取b入れ
るは従来の慣行にして尚降雨の為俄に出水せし時は大窪村の取D入れ時期中にでも大窪村に不
用の飾Lri.芋川市場村へ譲与 し用水の優を与ふる弘 毎年用水時期中 ,砂川の流水又ノ-.降雨
-141-
のため俄二出水せし時大毘地内手桶ノ木の細管を開放 し辛川市場村-流水の俵を与ふる払 但













5) 片山yl舌 :場 屋下村誌 ･歴史鰯｣
4) 5),占)比 1)と同 じ
参 考 文献
児玉辛 多 (1962):｢産業史打｣ P125-P155
4 備 前にお け る 自重 宗 の興 亡








寛文8年 (1日 6)大胆を寺社対兼を行をった｡その主をものは ,寺院淘汰 ,神社整理 ,キ1)シタ
ン神道諸制度の採用72どである｡その絵果 ,寺院の転退 ,僧侶の選俗が相つづいたO
せた幕府の方でも日蓮宗の不受不施qt1)を禁止した｡すなわち ,男文5年 (1‥ 5)に幕府は同
派の寺院に,今後寺領は三宝 (仏 ･法 ･僧 )への散田供隼として下すから受領の即 勿を凄出せよと発
合したO このとき受領辞を出 して ,不受不施沢から転向したものは許されたが ,抗争して受領番を出
さなvtで転向しなかったもの比追放召九 ,寺院の寺神も停止賃九で楽圧されることに75:ったO当時多
くの僧侶が ,斬首 ･入牢 ･入水 ･自刃 ･断食あるいは流浪のぎせいにあった.中世以来 ｢備前法華｣
の名で知lられていたように備前の園は岡沢の寺院や信徒が多かったので ,不受不施派の禁教によって
激しい弾圧がか こ75:われた｡
｢郷土vlちのみや稲本｣によれば ,当時国内寺院の教 1a44寺 ,僧侶 1957人であったが ,寛
文7年 (1d67)までに不受不施の嫌疑あるい比邪寮のため追放されたもの515ケ寺 ,僧侶585
人の多きにかよんだ.
この中には尾上村の明光専 ･⊥宮村の妙法寺 ･西辛川村の妙遵奉 ･辛川市場村の元妙寺 ･今岡村の
妙敢寺 ･山崎村の運教寺 ･や檎砕村の宝仙寺 .酉倫粋村の道仙寺1･首都村の法久寺 ･佐山村の法林寺
■





不受憎に従って内借と法中との仲介Tつとめた｡これを r%申｣I,｢施主｣75:どと嘗い ,各地の ｢法









′写溌 5- 51 1
吉備印彦神礼 (S45年4月藤沢常雄影)
写寅 5- 5-2 池田忠継寮進状
忠継が舌備酔夢神社に500石の社蘭を寄進 したことがわかる(S45年4月藤沢省粒形)
そのほかに寛文 5年 (1665)には .家老連署にて大壷内左禰門にあてて ,
備前一宮為造営 渦 中勧進破成御免償間 ,可有奉加候為如 噺 % 2)
とV,う勧進免許状を与える72ど他の神社には与えなかった特別の造営碍促をとっている.
吉備津蕎神社は江戸時代に72ってからも代々の天皇の命によってもたびたび修繕されたが ,光政拙
文文 8年 (1668)に仮の趨物に祭神を移 して全部の建物奇とbこわし,50年をかけて元醸 10
年 し1697)光政の子鯛政のとき完成するという大造営を行在っている｡現存する吉備粋彦神社の
本殿はそのときの建物が昭和 5年に焼失して再建それたものであるo
なお ,文政 12年 し1829)治政の世には本殿の屋根のふ きかえをしてV,るO
ほかにも祈願成就 したあかつきには木をどを寄進 し,神社の竹木を切るべからず ,鳥猷を殺すべか
らずといった意味の立て札を立てて ,神社の菜化 ,歌境づくDに努めた.





-1 榊 十 八本
､ 桜 十八本
｢ 杉 十 八本
右祈願 乃趣成 就平 ,奉朝鮮 而也 ,仇如 件 ,
延宝六草正 月元且5)
また ,竹や木を切るべからす ,鳥献を栽すべからす ,お宮の近 くで牛や鷹を放 し飼いにするべから




もうでて祈願するのがつねで ,次の寛文 8年 (1645)の草書に雨乞V,の所願が行なわれた際の
『池田家履歴略記 』の記串はそれを示してVlる｡






















(前略 )右之通法定仕億俵 ,何卒国家繁栄 ,奇櫓面々
御家運長久為祈 ,永代常夜燈ヲさ けゝ(後略 )od)
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『膏燐酸を神社史料 』によれば浄福郡 ･児島 ･三野郡 ･上道凱 ･赤坂郡 ･着生郡 ･和気郡 ･上京郡




○けうの御めし六せん , 0お､んへんノたいのう!･i六こん , 0小か みゝ六まひ , oくつかた榊







明治維新に及んで社緑は廃止されたが明治 5年 8月96新たに県社に列せ られたo
6 山陽道 と一宮
片山峯吉編 『馬屋T村託軽科 』によると.字音多面家q:1備前を統一し,招城エb岡山城に巻 D,千
こVC城下町缶つくるにあたって,その繁栄策として山IS抜道を商へ蓬廻させ城下5.通過させようと企て,藤井エD西
南に宍甘･長岡･乙夢見.原尾島､森下を経て岡山に入り,内山下転の馬場から中之町.下之町の岡をすぎ ,
中山下から由忙出て,万戚山を越え西芋川に乱 正路醐 いたとtJq･じれる｡さら脚 子秀家7)ちとをつぎ城下繁
栄兼としての新国道を完成したといわれている｡傭船記に｢大正の始字音多中納言秀家岡山城郭を完
成して .領分備前 ,乗作両国の大身なる侍共を城下に住居せしめ城下の繁栄を願う｡共噂家臣戸川肥
後守 ,花房助兵衛 ,岡越前守 ,長船越中守の四老評誰して秀家に申すは王君城下の繁昌を倒好みあら
ば四国の往還を香え ,城If'を筋道とせば地雷み繁昌すべLと申すにより,甚だ是を悦んで山階の道路
を城下に通 じ,万成山を越えて西早川に通 じける奇 ,今如此旅人古道をば不通城下を往選とせb｣と
ある｡




#府御用の御状箱御用物は 主二丈人馬無賃過行として継送られ .十枚にこれを継飛脚と称 した｡
ところで .継飛脚を勤める楢は五街道では宿駅がこれを束ねていた｡このことは ,背江務氏がその






提琴 J所収の正徳 2年 (1712)岡山町惣年寄久米屋次郎左衛門が配 した ｢送D御状宿勤方党｣に
よれば ,鯉飛BB)宿は粟から三石 (片山宿まで 5里 )-^ 木山村一伊里 中村一片上宿 (藤井宿まで4
里 8町 )一番里村-一日市一藤井楕 (岡山宿まで 2里 )一岡山宿 し備中板倉宿まで2旦 12町 )一国
守村一万成村-矢坂村-西辛川村- と配思されていた｡即ち,宿駅 4か宿の外に 8力対 がこの中に
配配されているのであるo宿駅でなvl村が継飛脚宿として配置されているところは ,楕駅間の拙速b
距離がかなb長いところであって ,三石槽一片上椿のどとく5量の搬送郎拒離があるところに八木山
･伊里中の両継飛脚橘がかかれ ,片上宿一番井借間比 J里を超える拒彬なのでその間に香登村 ･一日
市の両継飛脚橋がかかれたものと考えられる.
山陽道における継飛脚宿のかかる配位 ,即ち宿駅でか 村^にも挺飛脚宿を勧めさせる状態は ,近世
初期においては上述の状態よb一層強V,ものがあった｡恐らくそれは避臣秀吉が文醸慶長の役にあた
って肥前名誹屋と大阪との闇に,｢毎1里に 2人の飛脚を配思｣ して飛倍を通じた継飛脚制を村役に












方からの5石余計 10石余の役科給付たらび忙陪役御免を条件に聞込む者を求め ,# 丁の風呂屋三郎
右衛門がこれを引受けた｡彼の死後は巣町中で謂込んで勧め .その役中JL萌 7か町 ,あるいはまた中
心街 7か町の年替b詞込みなどとその謂込形密に比変改があったものの ,ともかくも島原の乱のあっ
た蒐永 14 ,5年の間に岡山宿周辺の村 が々それまで ｢村沢｣で酔めた継飛胸宿を岡山町の蒋定のも








14年 11月一同 15年 6月)には御状箱が550回も通行して沿道各継送b宿はその応接に苦しん
だのであるが ,このような非常の時を除vlては ,矢掛宿石井家文宙の買文から延宝にかけての御状箱
継送 17記億 ri下御送御状手形｣に上れば ,年間の御状箱通行回数は罪文8年 (1668)におvlて
16回 ,翌9年 (16占9)17回で ,この程匿が年間の平均通行回教であった｡
ところが中期になると ,矢掛宿の御状箱通行回数比初期の約 5倍にをD,更に幕末期になると中期
の約 5倍に増えてくる.
この継送如｡経腰は ,藤沢瞥教授の8)R 世飛脚考｣によれば ,岡山宿の場合 ,宝永 2年 (1705)
～正徳元年 し1711)迄の7年間の平均は肋天脚 が約銀 5〆 ,その他約 1〆 ,計 4〆てある｡ こ
れを米に換算すると,この年の米価度は 1石戯 70匁であるので57石に当る｡
以上のように継送Dの経費は先述の西辛川村の5石からこの岡山宿の57岩)までの間であった｡







津南 郡 西辛川村御 国境之石 元敵十 二年僅
之
久米 今保礎 石
















此度大円田村大庄屋孫四郎取離 友村 ･l今保久米両村との備中備前之国境之義双方致和談 ,出入相
済候も,立合塙所見舟仕蔽処 ,潮川引船渡今保村乗場之所上D佳友村田地-サ所延長村姓之束-越
有之所まで ,境は前々上か憶にて静無之所に候へ共 ,此所にも此度境杭見合せ五ヶ所打思申償 ,近
年之輸所は川中迫VC古土手有之所エb徒費道石橋之所tて忙て有之 ,向後互に申分不仕様に境杭打
所見合八ヶ所燈申候 ,此内四ヶ所吐土手之幕下四ヶ所は土手之韓上之所に境杭打申俵邸 ,右之通串
済境杭-ヶ所庵二束万上b十本宛 二 本打 之憩杭打所十三ヶ所 ,両方之杭数部て二十六本打之申 ,
則絵図に安価祁 己境杭打所に延茨村庄用年寄今保久米両村大LE塵芥名主五人組頭攻入孫四郎共致印
形 ,為後証互に絵図証文為取替申所依てqt]件
備前国 幹南都久 米 村 名主
宝 永五年 子 m 月六 日
野殿 村 弥一 郎
同 村 五人 組頭 七右 衛 門
同 郡今保 村 名王 弥 七郎
同 和五 人縫 取 又着飾 門
同 村 大 庄屋 茂 七郎






備 中国都宇 郡大 内田 村大 庄屋
孫 四 郎11)
とある.これでみると,川流のある場所で境といってもはっきりしていなかったので争論があったよ




に交流 してVlる｡使用する音符 も備中ととくに鼻をるところ比なかった. (藤井敏文 )
住 (4･5･617 )
1)不受不臓とは ,解法著し日蓮宋以外の者 )の供奉を受けず ,又施せざる閏にして ,法事経三処の
文に拠 って不愛の制を立て .又漫興産の文に拠 って不施の制を樹て ,日澄渡後一一策の通規として












8)藤沢晋 (1956):近世飛脚考.瀬戸内海研究第八号 ,20- 21
9)徳田亜介 ,兵助 :掘鞠 ,巷之十二 ,地方之部 ,備前国味壕石
川)上掲 :槻嬰緑 ,巻之十二 ,地方之部 ,備前国境
ll)上梅 :頗要録 ,巻之十二 ,地方之部 ,備前国境塚石
参 考 文 献
上掴 :岡山県御搾雷β誌 ,99- 104
岡山県 (1982):周山Lt,L-iの歴史 ,459- 465,
一宮町教育委且会発行 し1969):細土統本いちのみや桶本 ,42- 45








鵜がおかれた｡ これよ_h先明聴 2年2月 ,岡山符主弛田寺政壮土地^民を脚幽弓邑上柁レせ,ゆ戎嘩紅奉
還を秦許 し,隣帯の辞山 ･高梁 ･庭瀬 ･足守などの静帝もこれにならった.廃藩燈廉に上って中央塊
樺に上る地方行政機構を確立 した明治政冊は .相次いで括制度の改難を行ない .近代的国家-の発足
なはかった｡その主なものをあげれば .旧帯の武峯を解除 L政府直損の兵力としての助台の設芯や徴
兵令の施行による兵制の改革 ,戸角樽の編成 ,地券の発行による地顎胡乱の改革 ,学制の発布 ,旧帝





た｡盈 5年 2月には地所永代売只の禁を解除 し.土地蛇田由な商品であることが保障盲れたOそして
同年 ｢壬申地券｣の交付に上って｣二地の所有権者を確定し.つV,で選 る年には地租改正条例の公布が
あD,従来の年貢米の買約に代って地価をもって課税榛準とする金納制に改正されることになったO










知 行 旧 疎



















































































先生年 月日 発 生 地 主 な 原 因 参 加 人 月
明治元 5 備中 ,下道都久代村 年貢成免要求 ?
元 4 費作 ,久米南条郡高尾村 邪教反対 ?
元 12 同 ,虫田帯領内 庄屋等に対する不浦 約 500
2.ll 同 .租EEl藩慣内 庄屋串に対する不満 約 1.500
4,11下旬 備前中南部-育 田畑改正反対 ,弄租減額 約5.500
4.12上白 〟 知事笹徽袈凍 ,その他
5. 1中和 備中 ,阿'j!都中枠井付近 身分制圧庫止に対する不満 約 1.000
5. 1中E] 備前 ,韓高著附ヒ部 上の波及 7
5. 4.8 備中 ,男腸都足守 杏商に対する反感 7
｢岡山県政史｣ 28貫 上b転載






坂野鉄次郎宅ニテ一反ヲ諦ヒ,夫ヨ.)南方村々-押行キ ･沿道話村ノ愚民を櫨動シ洞 君臓 井上村漕
-155I
道家ニテ飲食スルノ由報知ニヨリ.即時掛 り官良派出セシムルノ所 ,既二同所ヲJt32去 ,娼沿道ノ良
民ヲ劫誘シ ,同郡大塊正下苛究村今井郁大邸宅-押懸ケ .家什打砕或-焚条 .宅舎ノ柱公等-形付暴
動ノ末 .田間二欲思プル稀駅ヲ焼立多人数横行ス｡依之 .渡辺大属兵隊ヲ率テ首都村へtil慮セシ所 ,
既二人教弐千許同郡南口分へ押行 .大鹿正白石村深井文平宅へ娼 1)放火乱妨セ1).[ヨテ,同所へ馳付
種 理々解二及 ビ,弥引退カズソバ博払フベキ旨説示ストイ-卜':E,罪 -∴服 ノ色ナシ0着此勢ヲ圧制セ
ズンバ汲及伝敗逐二各部ノ大害ヲ生セント隊長等決議 ,己ム串 ヲ祷ズ実弾砲発即死ノ者五人 .創ヲ被
ムル者五人 ,党類恐怖一一時二士朗瓦解スルヲ ,鍋-1g村迄追詰押Jk理解ヲ加へ終-11司暦村-引退ク.
然ル-猶流言紛 物々情平穏ナラザルヲ以テ ,各所へ沢出銭撫説諭ス｡田之遥 村々 々ヨリ塊願岬差出 .
同十三日渡辺大局掛 り官員 卜倶二出盛 .村 総々代呼鈍麻ぷヲ還付シ一 理々解 ヲ召nフ｡
また ,塊民は明治の新政府'):成立すれば租税も帝政時代 よと佃:雇傭されるものと期待 していたとこ
ろ ,新政府の側からみれば .国家の財政は田畑からの地租に上るものが8割を占めたので ,地租の礎
液は将来に期待するとして ,当時においては不可能であったOそこで曲民の意志は盛切られたぼかa
でなく,地租改正の作築ははやくも明治 5年頃から萄借がすすめられていったOそれによれば今まで
の米柄をやめて地価を算定 して ,これに塞く賦課を倣 って碓英に予定板の徴収を金納言せることを計




















明治 4年 11月岡山県下備前回各町村が四十四区に分割･gれ ,現在の一宮町はほとんどが ,この時
務三十凶･三十五区に約人されたO同 7年5月管円に1丘か所の会議所を設け .会議所定規を制定し.
明治7年5月当時第54･55区の会議所総枠同郡大岩村におかれ ,第54区戸長には:今井和太郎
L明治 5･i,5-同 715.51).第55区戸長には深井文平 (同上期間 )が就任した｡すモわち,区長
を2､ 5大区に 1人おき,副区長をおいたところには区長を牡かず .戸長 ･副戸長を 1- 2小区に 1
人宛 .保長を1村に 1人 .甲長を25戸に 1人の割でおいた,一層町の屈したのは第 12番会議所で
これに約54i55区が属し.その長比別戸長原道夫であったO
妨三十四区膏宗村外十六村
一番′ト区:富索村 ,栢谷村 ,横井上村 .横井上相ノ内田中 ,横井上村ノ内金井
二番小区:中原村 ,中原相ノ内双原 (中底村へ合併 ),雷原村 .徳原相ノ内大岩 L宮原村-合併 )
三番小区:佐山村 .苛賀村 .背習相ノ内下背賀 ,冊水村 (下等賀 ･滑水村 卜寄tjir村へ合併 )
四番小区 :官寄村 ,窟吉村ノ内水谷 .面呈村 .画室相ノ内安節倉
第三十五区今保村外二十一村
.一番小区:今俣村 .久米村 .白石村 ,野戦村 .花尻村
二番小区:尾上村 ,-宮村 .数地村 ,西辛川村
三番小区:辛川市場村 .松尾村 .大運村 ,俄ケ部村 .弛谷村 .長野村 ,横尾村
四番′｣＼区 :今岡村 ,山崎村 .東槍酔村 .東構醇相ノ内中庸洋 .東槍幹相ノ内西構体 ,首都村
をふ町村併合も明治8年に行なわれたが .それを-g町関係でみると次の祁くであったo
襲 ムー5-1 町 村 廃 忠 分 合
尾 上 村
二宮芸地雷二= 岬 治 - 12月∠7日輔 一-
西草川 村
辛川市場村
大久保 村 改 称












芳 空耳 村日竺 ∴ _ ｣










尾 上 村 明応 l011. 9 印 付 副 戸 長
〝 1 1.11.28 億 磯 砂 田 武 治
〝 111 I.28 申 付 戸 長
15. 52 依願免職
















松 尾 村 明治 10.11. 9
〝 1 1. 4,50
〟 1 1. 4,5C

































則 武 与 川 郎
副 戸 長
虫 明 圭 冶
戸 長
砂 田 武 治
副 戸 長
金 光 沓 三 郎
所 長
金 光 巻 三 郎
副 戸 長
藤 血 岩 大
戸 長
藤 瓜 呈.L 太
副 戸 長
服 部 与 一 郎
戸 長
服 部 与 一 郎
副 戸 長
藤 原 滞 平
副 戸 長
岸 広 冶














明治 10.1 1. 9
/ 1 1.1 1.28

























明治 11.11.28 甲 付
u 12. 5.22 依蔚免聴
q 12. 6･ 4 申 付















明治 18.11. 9 申 付
/ 1 1.1 1.2 8 廃 城
明治 11.11.28 甲 付
〝 16. 乙一.I5 原 職
･明治 11.11.28 申 付
〝 15. 5.10 依厨免職
〝 15. 5.26 申 付
〝 16. 2･15 原 職
明治 10･11･ 9 申 付
u 11.1 1.28 度 塀
〝 11.1128 申 付
〝 1占, 2.15 座 職
明治 10･11. 9 甲 付






















伊 丹 尊 三
戸 長
藤 原 泰 治
戸 長
伊 丹 勝 青
戸 長
伊 丹 者 三
副 戸 長
伊 丹 小 源 治
戸 長
伊 丹 ′J､源 治
副 戸 長
児 子 源 三 郎
戸 長

















櫓 津 村 明治 11･11･28
〝 16. 2.15








福 田 弟 次 郎
戸 長
藤 原 謙 三 郎
また .戸長職務の横 目は次のとか bであった｡
｢ 布 告布達 ヲ町 内二示 ス部
｢ 地現 及 ビ諸税 ヲ取越 メ上 納 スル-fit
-｢ 戸籍 ノ草
-. 撤兵 下調 ノ串
｢ 地 所 礎 物 船 舶 質入 番 人並 二禿 見 二奥 jJt加 印 ノ事
｢ 地券 台 帳
｢ 迷 子捨 児及 ビ行 旅 病 人 変 死 人其他 部 故 アル トキ-符 察署 二報 知 ノ-fli
r 天 災 ヌ-非常 ノ難 二道 ヒ日下 窮迫 ノ者 ヲ異 状 スル-3
｢ 町 村 ノ助産 就 学 勧誘 ノ事
｢ 町 村 内 ノ人民 印影 薄 ヲ整 匠 スル蕃
｢ 緒帳滞 保 存管 守 ノ草




















明治 8年8月一宮村山神に創設し,中山小学と称すo同 2D年尋常中山小学校と称すo同年 4月
平捧 ･大智の二枚を合併 ,21年新校舎を桓典す｡同 25年 5月平幹 ･大音 ?攻を分離すo同 2占
年中山番常′｣､学校と改称 .大正 5年高等科を併思 し.中山各常高専小学校と改称す｡現在校地 1487
坪 .鞘堂 20坪 .其他礎物 180坪 5 .児並数 450人 ,学級 8 .教員 9人 .藤田庶-校長たbo
駅 /｣､学 校 位思 :馬屋 下村松尾 分教場 横 尾
明治 25年 4月殻思.卑常駅小学故と称し本校を大建に支攻を他にかきしが ,其後幾多の変遷を
経て同 54年5月現任厩に開校する｡大正 5年筒専科を併催 し,駅尋常筒等′｣､学校と改称するo同
9年実菓補習学校を併思する｡現在校地11UU坪.組物 255坪,児童数本校 248人,支援 7人,学級 7.敬
具 9人,竹原嘩太校長たbo
平 搾′｣､学校 位位 :平津村構 浄
明治 8鹿創設 ,同 19年一宮村中山′｣､学校に合併 .同 22年分離して尋常平噂′J＼学校と称す｡在
来の建物を使用せるをもって設備不完全 ,依テ同 55年 1月硯位置に新兵す｡ 45年義務教育年限
延長のため数量一棟を増薬する｡大正 5年 4月筒専科併催の時 一更に-棟を増典 ,同年 6月落成する｡







年ヨリ十四年二重ノL,^ ヶ年ヲ以テ学令 トス｣る8か年別を原則としたほか ,教科内容や教且の攻格72:
ども改められた.その後さらに同 19年 ｢帝国大学令｣魯はじめとして ,師範 ･中学校 ･小学校の学校
令および ｢諸学校通則｣など.V,わゆる学政令が公布された. この学硬令によって蕗学校は小学枚を
基礎として輩然たる系統を在すこととfxi).わが国の教育制定の-T新紀元を面するものとなった (









入札によって売b払 うというものであったQこれよb早 く.明治 2年 9月に,政府は諸藩の米穀輸出
の禁を解いているQ又 ,明治 4年 9月 .田畑勝手作を許し,従来とってきた商品作物等の栽培を禁ず




屋下村誌 (五 )によると次の如 くであったQ
表 ムー5- 1 明治 12年大字別物産
読-二㌧大 陸 福 谷 長 野 松 尾 芳 賀
栄 574.2石 占6.0石 27 0.0石 29 10石
茨 150.0石 29.0石 150.0石 2670石15石 2
小 麦 19,7石 8.55石 25.0石
莱 8,5 7石 1 8石5
大 豆 21石 0 11石 0 25石 0 54石
′J､ 豆 占石 8 5石 0 5石 2 10石 0
西 瓜 585個 180個 265個 2500個
菜 種 48石 0 2石 15 40石 0 4CI石 占
甘 薯 9dOt 2000t 155Ut 820Dt
突 綿 12500t 210t 2750t 7000t
毛 綿 150反 50反 150端 180束
里 芋 450t dot 55【lt 6500t
切 茶 50俵 SOO斤 SOO斤1石 8 1550斤
蘇 占000t 5000℃ 8580メ
片山峯署氏鮪 属屋下村誌 (五 )エb転蹴






岡山腺史稿本 (上 ) 55′-54頁
岡山保政史 (明治 ･大正 ･昭和前期侃 )29貢
L鳩山県郡治託 し上 ) 196- 197頁
501- 5 02頁 ,1占97- 占98頁
岡山市史 (産業経棚 ) 502- 505頁
(横 川 直 季 )
-160-
第 7葦 一宮の経済構造









村議会藩事蘇 (大正元年-昭和元年),岡山凧統計年報 (昭和 5年～ 14年),および一宮町鞍場の資
料 (昭和55年～ 44年)より水稲単位面耕当りの収噌筒を示す衷 7- 1-1を作成したoLかし,大
正元年から昭和元年までの祭科払 一宮村のみのものであるので一宮町全体の数字とは異なっているが,
襲7- 1-1 水稲単位画棟当りの収持高
年 代 作付面凍 収 稚 高 1反当り切羽高 備 考
大正 1年 2615反 5992不 3 44.0kg 大正 15年大草他日酢印9年亀戸台風昭和 4 噛
5 2621 5242 29?.?
l l 2580 6508 5dA7
昭和 1 262l〕 6510 572.7
5 6475 1d202 575.3
5 8252 1d775 4D2.5
8 5934 17227 435.5
9 5854 15456 54一.5
ll 5780 14741 58i9
15 588占 15251 5881
14 577 1 4 5 5505
55 5518 2105000 395.8
5 8 5171 2 9ー5500 42一.2
4 1 4975 213590D 42?.1




まず, 1反当りの収相識をみてみると,大正 11年の5dd.7kgから昭和 1年の572･7kg.昭和3
年の575.5kgとその収穫高は徐 に々上がりはじめ,昭和5年に そると1反当りの収穫高は400kgを
越え,昭和8年には455.5kgと急増している｡しかし,昭和9年仏 前年鑑までの高い収穫高を維持
できず 54 4.5kgと前年渡より9 1.2kgも低い収稽丑となっている｡おそらくこれは,稲の実るちょう
ど9月に室戸台風が集って来たことが原鼠ではないだろうかと思われる｡その後,収碓高は徐々に上が
りはじめてはいるが,昭和 14年の大草魅でまたも収額高は減っているO表 7- 11 1では,戦後は昭






働生産力の向上を促進 させ た ということである｡表1 1- 2にみられるように,明治初年における水





明 治 初 年 明治50年頃 大TE15年頃 昭和 9年頃 昭和 24年頃
反 当 平 均投下労働丑 59^ 55^ 50人 2占人 24人





























表 71 1-5 旗用機械台数の推移
価額 年代 昭和28年 昭和王5年 昭和48年
動力耕転機 (凸用 トラ,クク-) .∠■ヽ26口 .上ヽ251コー = 5台
発 動 機 555 865




















で最 も親しまれた稲の品種として ｢雄町｣という品種があったOとの品種は,明治 41年,膿の奨励品
種に指定されたが,二化煩虫の被害の多いことからしだいに凍っていった｡ ｢雄町｣に代って,同時VC





表 7- 1-4 ｢神力｣から ｢朝日｣-の推移
大 正 9 年 大 正 1 5年 昭 和 元 年 昭 和 8 年 昭和 1 2年 昭和 2 0年
7与748町 2u585町 1q219町 5.745町 1,844町 1.247町
15,895 20,994 25,5占7 52.7占4
江 開山頻姓菜試験場 より
表 7-1-4からもわかるように ｢朝 日｣壮大正 15年には作付面積 1095町であったのが ,昭和元
年には 15.895町 と毛9約 15倍にふえているO反対に ,｢神刀｣紘大正 15年に20.585町であ
ったのが ,昭和元年(a:は 10.219町 とな9約半分vC減っている｡その後 ,昭和に入 って ｢神力｣壮急
速度で滅 9,一方 ｢朝 日｣はしだいに増加しているO
昭和 2占年Kは,岡山県農業試験場で ｢近我 15号｣と ｢兼山24号｣の交配種として ｢備前銅｣が
奨励され, ｢朝日｣と同時に栽棉されるに至 った0倍近の擬も旺目すべき動向として払 ｢7ケポノ｣

































渡 辺 助 左 二 門
右三通申来候問可被碍其意侯以上
一月九日























これ らの苦虫願 除方 法 忙代 って ,明治後期頃 からしだいに,六枚,デリス.硫酸ニコチy
などの良い農薬が用いられるようvcそり,いち7どんと晋虫駆除の効果を増した｡とくVC六液はウソカの



























辛 無 横 井 肥 料 有 機 質 肥 料窒 素 燐 酸 加 重 動物質 l 穏 物 賓硫 安 石 灰皇 架 過燐酸石灰 硫 酸 カ L) 魚 肥 大 宝 粕 綿 実 相
明治55 127 - 552 8 154 1090 512
40 415 2 1112 8 1044 5487 58d
大正 1 占91 5a1 1587 占7 970 2占占0 785
5｢ 588 58 13d8 4 1127 ー 5989 795
ー0 2947 120 5418 68 795 11178 1554
昭和 1 2550 176 2715 154 1 占42 9588 1807
5 5590 405 2465 42占 592 7占47 2095
10 4445 945 2790 545 525 5455 1591
15 7051 1710 5225 368 1407 2占55 529
20f 5110 - 189 7 - - -
25 15924 2657 7405 508 l - -
2占 1C)87占 2045 5274 914 - - -
27 10555 2658 5525 992 - - -
























大TE4年 3月9日に,旧局毎下村長野耕地整理組合が大正6年 10月 11日vr.旧平津村首部料地腰理
組合が大正 10年 4月 25日V7:,旧一宮村芋川市｣易耕地髄理組合が大正 14年 2月 17日VC,旧馬屋下
















入 江 官 次 郎





耕 地 整 理 組 合 設 立 認 可 申 稲 再
今般御酔郡局毎下村大字芳焚地内二於テ規約二建メタル土地ヲ地区 トシ耕地整理組合設立致壁涙二村
- 1占8-
